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はじめに

Sun Identity Manager 8.1 Upgradeでは、導入済みの SunTM Identity Managerをアップグ
レードするための詳細情報と操作手順を説明します。

注 –現在導入済みの Identity Managerに大量のカスタム作業がある場合は、Sunのプロ
フェッショナルサービスにアップグレードのサポートを依頼してください。

対象読者
このマニュアルの対象読者は、本稼働環境で Sun Identity Manager 8.1および関連ソフ
トウェアのアップグレードや構成を担当する配備者およびシステム管理者です。

内容の紹介
このガイドは、次の章で構成されています。

第 1章「アップグレードプロセスの概要」では、アップグレードプロセスの一般情
報を説明します。

第 2章「計画」は、目標の決定や、Identity Managerのアップグレード準備に必要な
情報の収集に役立ちます。.

第 3章「アップグレードの開発と評価」では、アップグレード手順の開発と確認に
関するガイドラインを示します。

第 4章「ユーザー受け入れ評価」では、本稼働環境のシミュレーション環境で
アップグレードを評価する方法を説明します。

第 5章「本稼働環境のアップグレード」では、本稼働環境のアップグレードに関す
る情報と推奨事項を示します。

第 6章「スキップレベルアップグレードに関する注意事項」では、一度に複数
バージョンの Identity Managerをアップグレードするために実行する必要がある追加
ステップを説明します。
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第 7章「評価用ワークシート」では、アップグレードの準備に必要な情報の収集に
役立つワークシートを示します。

関連マニュアル
Sun Identity Manager 8.1のドキュメントセットには、次のマニュアルが含まれていま
す。

主な対象読者 タイトル 説明

すべてのユーザー 『Sun Identity Managerの概
要』

Identity Managerの機能についての概
要を説明しています。製品のアーキ
テクチャー情報や、Identity Manager
を Sun Open SSO Enterpriseや Sun
Role Managerなどの他の Sun製品と
統合する方法について説明していま
す。

『Sun Identity Manager 8.1リ
リースノート』

既知の問題、修正された問題、およ
び Identity Managerのドキュメント
セットに記載されていない最新の情
報を説明しています。

システム管理者 『Installation Guide』 Identity Managerと、Sun Identity
Manager Gatewayや PasswordSyncな
どのオプションコンポーネントをイ
ンストールする方法を説明していま
す。

『Upgrade Guide』 古いバージョンの Identity Manager
を新しいバージョンにアップグ
レードする方法について説明してい
ます。

『System Administrator’s
Guide』

システム管理者が Identity Manager
のインストールを管理、調整、およ
びトラブルシューティングする際に
役立つ情報と操作方法を説明してい
ます。

ビジネス管理者 『Business Administrator’s
Guide』

Identity Managerのプロビジョニング
および監査機能の使用方法を説明し
ています。ユーザーインタ
フェース、ユーザーとアカウントの
管理、レポート機能などの情報につ
いても説明しています。

はじめに
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主な対象読者 タイトル 説明

システムインテグレータ 『Deployment Guide』 Identity Managerを複雑な IT環境に
配備する方法を説明しています。ア
イデンティティー属性、データの読
み込みと同期、ユーザーアクション
の設定、カスタムブランディングの
適用などの話題も説明しています。

『Deployment Reference』 ワークフ
ロー、フォーム、ビュー、ルール、お
よびXPRESS言語について説明して
います。

『Resources Reference』 リソースアダプタのインス
トール、設定、および使用方法の情
報を説明しています。

『Service Provider Deployment
Guide』

Identity Manager Service Providerの配
備方法と、ビュー、フォーム、およ
びリソースの標準 Identity Manager
製品との違いを説明しています。

『Web Services Guide』 SPMLサポートの設定方法、サ
ポートされる SPML機能とサポート
の理由、およびフィールドでサ
ポートを拡張する方法について説明
しています。

ドキュメントの更新
Sun Identity Managerのドキュメントに対する修正と更新は、Identity Manager
Documentation UpdatesのWebサイトで公開されます。

http://blogs.sun.com/idmdocupdates/

RSSフィードリーダーを使用してWebサイトを定期的に確認し、更新を利用できる
場合に通知を受けることができます。サイトを購読するには、フィードリーダーを
ダウンロードして、ページの右側の「Feeds」の下にあるリンクをクリックしま
す。バージョン 8.0から、メジャーリリースごとのフィードを利用できます。

はじめに
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関連するサードパーティーWebサイト
このドキュメントでは、サードパーティーURLを参照して、追加の関連情報を提供
します。

注 –このドキュメントで取り上げる他社のWebサイトが使用可能かどうかについ
て、Sunは関知いたしません。Sunは、このようなサイトまたはリソースで得られる
あらゆる内容、広告、製品、およびその他素材を保証するものではなく、責任また
は義務を負いません。Sunは、このようなサイトまたはリソースで得られるあらゆる
コンテンツ、製品、またはサービスによって生じる、または生じたと主張され
る、または使用に関連して生じる、または信頼することによって生じる、いかなる
損害または損失についても責任または義務を負いません。

ドキュメント、サポート、トレーニング
SunのWebサイトでは、次の追加リソースに関する情報を入手できます。

■ ドキュメント (http://www.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://www.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://www.sun.com/training/)

ご意見、ご要望の送付先
Sunではドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしており
ます。ご意見をお寄せいただくには、http://docs.sun.comにアクセスし
て、「Feedback」をクリックしてください。

書体の表記規則
次の表は、本書で使用する表記上の規則について説明しています。

表P–1 書体の表記規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力を示しま
す。

.loginファイルを編集します。

すべてのファイルを一覧表示す
るには、ls -aを使用します。

machine_name% you have mail.

はじめに
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表 P–1 書体の表記規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力とは区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際の名前または値で置
き換えます。

ファイルを削除するコマンド
は、rm filenameです。

AaBbCc123 書名、新しい用語、強調する語句を示しま
す。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに保存
されたコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注意:一部の強調語句は、オンラ
インでは太字で示されます。

コマンドのシェルプロンプトの例
次の表は、Cシェル、Bourneシェル、およびKornシェルの、デフォルトのUNIX®シ
ステムプロンプトとスーパーユーザーのプロンプトを示しています。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェル (スーパーユーザーの場合) machine_name#

BourneシェルおよびKornシェル $

BourneシェルおよびKornシェル
(スーパーユーザーの場合)

#

注 – Windowsのコマンドラインのプロンプトは C:\です。

はじめに
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アップグレードプロセスの概要

この章では、SunTM Identity Managerのアップグレードプロセスの概要と、次のト
ピックについて説明します。

■ 13ページの「アップグレードを実施する理由」
■ 13ページの「アップグレードパスとサポートポリシー」
■ 15ページの「アップグレードの難易度」
■ 16ページの「用語と概念」
■ 20ページの「アップグレードプロジェクトの段階」

アップグレードを実施する理由
Sun Identity Managerソフトウェア (Identity Manager)のリリースをアップグレードする
ことには、次のような利点があります。

■ 拡張された機能の利用
■ サーバーの環境に対するセキュリティーの強化
■ フルサポートとサービスの継続的な利用資格

アップグレードパスとサポートポリシー
ここでは、次の内容を説明します。

■ 13ページの「Identity Managerのアップグレードパス」
■ 14ページの「ソフトウェアサポートのサービス終了」
■ 15ページの「Identity Manager非推奨ポリシー」

Identity Managerのアップグレードパス
新しいバージョンの Identity Managerにアップグレードする際のアップグレードパス
を決定するには、『Sun Identity Manager 8.1リリースノート』の「アップグレードパ

1第 1 章
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スとサポートポリシー」を参照してください。一般的には、アップグレードする
バージョンの最新のパッチまたはサービスパックを使用します。

標準以外のアップグレード方法は、予測できない重大な結果を招く恐れがあるた
め、このような方法は「絶対に」実行しないでください。

Identity Managerの標準アップグレードプロセスでは、既存のリポジトリオブジェク
トを新しいバージョンの Identity Manager形式に変換するために必要な手順が実行さ
れます。特に、Identity Managerの各バージョンに用意されている「アップ
データ」プログラムには、これらのオブジェクトの本来の意味と動作を保存する特
別なロジックが含まれています。各アップデータプログラムは、特定のタイプの設
定オブジェクトを更新します。各アップデータは、update.xml内または update.xml

に含まれるファイル内の、ImportCommandによって呼び出されます。既存の
バージョンから更新されたオブジェクトは、新しいバージョンの Identity Managerに
用意されているサンプルオブジェクトと、少し異なるメカニズムを使用する場合が
あります。

注意 – Identity Managerをアップグレードする場合、『Sun Identity Manager 8.1リリース
ノート』の「アップグレードパスとサポートポリシー」で説明されている、必要な
アップグレードパスに従う必要があります。

Identity Managerをクリーンインストールして、新しいバージョンの Identity Manager
にカスタマイズを移行する場合でも、Identity Managerの各バージョンの標準アップ
グレードプロセスを適用して、既存のリポジトリオブジェクトを適切に更新する必
要があります。Identity Managerの各バージョンに用意されているアップデータプロ
グラムは、そのプログラムが提供されているバージョンでしか動作しません。

新しい init.xmlファイルのインポートによって生成されるオブジェクトを、古い
init.xmlファイルのインポートで生成されるオブジェクトと比較するだけでは、既
存のリポジトリオブジェクトをアップグレードするために必要な変更を完全に検出
することはできません。これらの 2つのオブジェクトセットを比較すること
で、アップグレードに関する作業量を簡単に予測することはできますが、安全で完
全なアップグレードを実施するには、標準アップグレードパスが最適な方法です。

ソフトウェアサポートのサービス終了
Identity Managerソフトウェアのサービス終了 (EOSL)ポリシーについては、『Sun
Identity Manager 8.1リリースノート』の「ソフトウェアサポートのサービス終了」を
参照してください。

アップグレードパスとサポートポリシー
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Identity Manager非推奨ポリシー
Identity Managerソフトウェアの非推奨ポリシーについては、『Sun Identity
Manager 8.1リリースノート』の「Identity Manager非推奨ポリシー」を参照してくだ
さい。

注 –非推奨の項目は、『Sun Identity Manager 8.1リリースノート』の第 6章「非推奨の
API」で説明されています。

アップグレードを行うときは、必ず新しいバージョンの Identity Managerに関するリ
リースノートを確認して、非推奨の機能についての最新情報を入手してください。

アップグレードの難易度
基本的に、Identity Managerのアップグレードの難易度は、Identity Managerに対して
行なっているカスタマイズの量と種類によって決まります。一部のカスタマイズ
は、十分な下位互換性を保ちます。たとえば、ワークフロー、フォーム、および規
則は、多くの場合、新しいバージョンの Identity Managerでも変更を必要とせずに動
作します。その他のカスタマイズは流動的で、新しいバージョンの Identity Manager
に統合するために追加作業が必要です。たとえば、Identity Manager製品の一部であ
る Javaクラスを呼び出す統合コードは、再コンパイルまたは書き換えが必要です。

カスタマイズのもっとも重大な影響は、Identity Managerのアップグレードに必要な
方法がカスタマイズによって変化することです。このあとの説明では、16ページ
の「用語と概念」で説明する用語と概念を使用しています。

Identity Managerを標準の状態で使用している場合、つまり、Identity Managerを「設
定」していても「カスタマイズ」していない場合、Identity Managerのアップグ
レードは比較的簡単に実施できます。これらの用語については、19ページの「設定
とカスタマイズ」を参照してください。Identity Manager製品の各バージョンに含ま
れているアップグレードプロセスは、本来、それぞれの環境で実行されるように設
計されています。製品のアップグレードプロセスは、Identity Managerの設定オブ
ジェクトとその他のリポジトリオブジェクトを新しいバージョンのコードでも動作
するように更新するときに、設定の内容を自動的に保存します。ただし、アップグ
レードプロセスは、カスタマイズの更新方法については認識しません。実際
に、アップグレードプロセスは大部分のカスタマイズを無視します。アップグ
レードプロセスでは、アップグレードプロセスで置き換えられるファイルのカスタ
マイズされたバージョンが保存されますが、アップグレードプロセスで自動的に行
われるのはこれだけです。

Identity Managerを (ほとんどのお客様が行なっているように)カスタマイズしている
場合は、標準の Identity Manager製品アップグレードを各環境で実行することができ
ません。Identity Manager製品をアップグレードしたあとに、カスタマイズを保守お

アップグレードの難易度
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よび再テストする必要があり、テストした内容が各環境に間違いなく届いているこ
とを確認することも重要です。多くの場合、Identity Managerは広範囲にわたってカ
スタマイズされるため、Identity Managerの配備担当者はカスタマイズを管理するた
めの複雑な方法を作成しています。詳細は、17ページの「ソース管理とCBE」を参
照してください。

Identity Managerをカスタマイズする場合、もっとも一般的な手法は、ベースライン
を保守してカスタマイズを管理し、Identity Managerアプリケーションのイメージを
各ターゲット環境に生成およびプロモートする方法です。18ページの「ベースライ
ンとイメージ」を参照してください。標準の Identity Manager製品アップグレードプ
ロセスを、開発環境のみで適用します。次に、アプリケーションベースライン
に、アップグレードによって行われる変更の大部分を適用します。16ページ
の「Identity Manager製品と Identity Managerアプリケーション」を参照してくださ
い。ただし、アップグレード手順には、Identity Manager製品アップグレードの一部
も含める必要があります。たとえば、アップグレード手順には、ベースラインの一
部として管理されないリポジトリオブジェクトを更新するために、update.xmlのサ
ブセットが含まれます。また、Identity Managerリポジトリテーブルの定義を更新す
るための、データベーステーブルスクリプトが含まれる場合もあります。

ほとんどのお客様は Identity Managerをカスタマイズし、Identity Managerのカスタマ
イズの多くは広範囲に渡るため、本書では、カスタマイズが実施され、カスタマイ
ズをこの方法で管理していると想定しています。

用語と概念
ここでは、Identity Managerのアップグレードに関する用語について説明します。

Identity Manager製品と Identity Managerアプリ
ケーション
一部の節では、Identity Manager「製品」と Identity Manager「アプリケーション」を
区別して説明しています。

■ Identity Manager製品とは、標準状態の製品と、標準のサンプル、JSPファイ
ル、JAR、および設定オブジェクトを表します。

■ Identity Managerアプリケーションとは、お客様による Identity Managerの配備を表
します。これらは一意に設定され、カスタマイズ、カスタムコードおよび修正し
た JARファイルの追加、ラベルの変更などが行われています。

用語と概念
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開発環境、テスト環境、品質管理環境、および本
稼働環境
本書では、次に示す異なるタイプの環境が使用されていることを想定しています。

■ 「開発環境」は、ソース管理を設定、カスタマイズ、および使用して、ほかの環
境にプロモートする Identity Managerアプリケーションのイメージを構築する環境
です。各ターゲット環境で実行するアップグレード手順も、この環境で作成しま
す。

■ 「テスト環境」は、管理されたデータに対してアップグレード手順をテスト
し、作成した Identity Managerアプリケーションの管理されたテストを実行する環
境です。

■ 「品質管理環境」では、本稼働環境を厳密にシミュレートしたデータ、ハード
ウェア、およびソフトウェアに対してアップグレード手順をテストし、作成した
Identity Managerアプリケーションのテストを指定したユーザーに許可します。

■ 「本稼働環境」は、Identity Managerアプリケーションを実際に業務用に使用可能
な環境です。

プロモート
本書では、特定のバージョンの Identity Managerアプリケーションを生成し、その
バージョンを開発環境からテスト環境、テスト環境から品質管理環境、品質管理環
境から本稼働環境に移動するプロセスを、「プロモート」と呼びます。

ソース管理とCBE
設定、カスタム設定オブジェクト、カスタムコード、テスト計画、および自動化さ
れたテストはすべて、ソース管理ツールを使用して管理するようにしてくださ
い。CVSや Subversionなどのソース管理ツールはいずれも、任意の数のテキスト
ファイルまたはバイナリファイルに対する個々の変更を追跡し、特定のバージョン
の Identity Managerアプリケーションを再生成することができます。本書では、これ
らのツールを総称して「ソース管理」と呼びます。

これらのソース管理されたファイルの一部は、各環境に応じて作成する必要があり
ます。特に、設定オブジェクトには各環境で異なる値が格納されます。特定の
Identity Managerリソースオブジェクトは、開発環境、テスト環境、および本稼働環
境のそれぞれで、異なるホストマシンをポイントする場合があります。

多くのお客様は、NetBeansTM用および Eclipse用の Identity Manager IDEプラグインを
使用して、各環境に応じた Identity Managerアプリケーションを生成していま
す。Identity Manager IDEプラグインには、設定ビルド環境 (Configuration Build
Environment、CBE)が含まれます。一部のお客様は、Identity Manager IDEプラグイン

用語と概念
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よりも前の、古いバージョンのCBEを使用しています。少数のお客様は、専用のメ
カニズムや自社製のメカニズムなどの、その他のツールや方法を使用していま
す。本書では、これらのツールを総称してCBEと呼び、また Identity Manager IDEも
その本質としてCBEと表します。

Identity Manager IDEプラグインや古いバージョンのCBEは、環境に固有の値をプ
レースホルダの値で置き換えることにより、設定オブジェクトをパラメータ化
し、コードをパラメータ化できます。各環境に適切な Identity Managerアプリ
ケーションのイメージを生成するために、これらのツールはプレースホルダを各環
境に適切な設定値で置き換えます。パラメータ化されたオブジェクトをソース管理
で管理すると、予測および反復可能なプロセスを使用して、同じバージョンの
Identity Managerアプリケーションを各ターゲット環境用に構築することができま
す。

ベースラインとイメージ
本書では、タグが付けられたレベルのアーティファクトを「ベースライン」と呼
び、ソース管理された設定オブジェクト、ライブラリ、およびカスタムコードを含
み、特定のバージョンの Identity Managerアプリケーションに対応します。CBEはこ
のベースラインから、各ターゲット環境に適切な Identity Managerアプリケーション
の「イメージ」を生成できます。イメージは、特定の環境に合わせて作成されたア
プリケーションの完全な作業コピーです。

ソース管理には少なくとも、Identity Managerアプリケーションの、現在本稼働環境
に配備しているバージョンのベースラインが含まれている必要があります。ソース
管理には、以前のバージョンの Identity Managerアプリケーションのベースライン
や、新しい機能 (変更された設定、変更されたワークフロー、変更された
フォーム、統合用の新しいカスタムコードなど)をロールアウトするために開発して
いるバージョンのベースラインを含めることもできます

ベースラインはいずれも、対応するバージョンの Identity Managerアプリケーション
を完全に再構築できるようにしてください。一部のお客様は、Identity Manager製品
自体をベースラインに含めています。また、Identity Manager製品のイメージを別に
保存して、ベースラインのアーティファクトを使用して製品イメージに独自の設定
やカスタマイズを追加している場合もあります。

スキップレベルアップグレード
「スキップレベル (「マルチホップ」)アップグレードは、本稼働環境を現在の
Identity Manager製品のバージョンから、次のメジャーリリースよりも新しい
バージョンに直接更新します。一般的に、スキップレベルアップグレードでは連続
したアップグレードが必要ですが、ターゲット環境を 1回でターゲットの Identity
Managerバージョンに直接更新するアップグレード手順を作成することは、技術的に
可能であり、一部のお客様でも可能であることが確認されています。

用語と概念
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注 –マルチホップアップグレードに関する特別な注意事項については、第 6章「ス
キップレベルアップグレードに関する注意事項」で説明します。アップグレードの
進め方を判断できない場合や、これらの注意事項に不明な点がある場合は、アップ
グレードの計画と実行について Sunのプロフェッショナルサービスにご相談くださ
い。

設定とカスタマイズ
本書では、Identity Manager製品の設定オブジェクトを編集することを、「設定」と
呼びます。設定オブジェクトを編集するには、Identity Manager管理者インタ
フェースを使用するか、公開されているドキュメントに従ってリポジトリオブ
ジェクトを編集します。たとえば、設定には System ConfigurationやReconciliation
Policyの値の指定が含まれます。また、ターゲットシステムを表すリソースオブ
ジェクトの定義や、Identity Managerが管理するアプリケーションの定義なども、設
定に含まれます。

本書の趣旨として、「カスタマイズ」はユーザーが作成したコード、ファイル、ま
たはリポジトリオブジェクトを表します。カスタマイズには、独自の Javaコードの
追加、JSPファイルの追加または変更、およびワークフロー、フォーム、規則などの
独自のXPRESSコードの作成が含まれます。独自の設定オブジェクトやメッセージカ
タログの作成も、カスタマイズと見なされます。

Sunのプロフェッショナルサービスでは、これらの用語の定義が多少異なります。た
とえば、Sunのプロフェッショナルサービスでは、お客様に固有のワークフ
ローが「設定」と見なされる場合があります。

本書での基本的な区別は、お客様が既知のオブジェクトや既知のタイプのオブ
ジェクトのインスタンス内で指定した値を、Identity Manager製品アップグレードが
自動的に保存および更新することです。これらは「設定」です。Identity Manager製
品アップグレードは、お客様が作成したコードまたはオブジェクトを変更しようと
しません。これらは「カスタマイズ」です。

アップグレードプロセスとアップグレード手順
本書では、Identity Manager製品のすべてのバージョンの一部であるアップグレード
メカニズムを、「アップグレードプロセス」と呼びます。新しいバージョンの
Identity Managerにはそれぞれ、更新されたコードだけでなく、update.xmlスクリプ
トも含まれます。この update.xmlスクリプトは、既存のリポジトリオブジェクトを
更新後のコードで動作するように更新するときに、ユーザーの設定を慎重に保存し
ます。Identity Managerのフルリリースには、サンプルのデータベーステーブルスク
リプトが含まれる場合もあります。これらのサンプルデータベーステーブルスクリ
プトは、既存のデータを慎重に移行して、データベースの定義を更新されたコード
で動作するように更新します。

用語と概念
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本書では、作成および保守するドキュメントを表すために、「アップグレード手
順」という用語を使用します。多くの場合、アップグレード手順はチェックリスト
の形式をとります。アップグレード手順には、Identity Managerアプリケーションを
アップグレードするために各ターゲット環境で実行する計画を正確に記述します。34
ページの「タスク 4:アップグレード手順の準備」を参照してください。

アップグレードプロジェクト
本書では、「アップグレードプロジェクト」の段階について説明します。アップグ
レードプロジェクトは、ベースとしている Identity Manager製品の新しいバージョン
で動作するように、Identity Managerアプリケーションをアップグレードするための
作業です。アップグレードプロジェクトには、開発環境で Identity Managerのアップ
グレードプロセスを実行したあとに、設定とカスタマイズを保守および再テストす
る作業が含まれます。アップグレードプロジェクトには、各ターゲット環境で実行
するアップグレード手順を保守および再テストする作業も含まれます。

アップグレードプロジェクトの段階
次の図に、アップグレードプロジェクトの主な段階を示し、各段階を完了するため
に必要なタスクの概要を示します。以降の章では、各段階について説明します。

アップグレードプロジェクトの段階
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Planning (Chapter 2)

Task 1: Review your Production environment.
Task 2: Choose the target Identity Manager version.
Task 3: Prepare your test plan.
Task 4: Prepare your upgrade procedure.

Developing and Testing Your Upgrade (Chapter 3)

Task 5: Reset your Development environment.
Task 6: Upgrade your Development environment.
Task 7: Reset your Test environment.
Task 8: Execute your upgrade procedure.
Task 9: Perform functional testing.

User Acceptance Testing (Chapter 4)

Task 10: Reset your QA environment.
Task 11: Upgrade your QA environment.
Task 12: Perform user acceptance testing.

Upgrade Your Production Environment (Chapter 5)

Task 13: Upgrade your Production environment.

図 1–1 アップグレードの段階

アップグレードプロジェクトの段階
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計画

十分な準備を行うことにより、スムーズなアップグレードを実施できます。アップ
グレードの目標を示す一覧を作成すると、会社のニーズに最適な決定を行う際に役
立ちます。

アップグレードプロセスの計画段階には、次のタスクが含まれます。

■ 23ページの「タスク 1:本稼働環境の検証」
■ 31ページの「タスク 2:ターゲットとする Identity Managerのバージョンの選択」
■ 32ページの「タスク 3:テスト計画の準備」
■ 34ページの「タスク 4:アップグレード手順の準備」

タスク1:本稼働環境の検証
Identity Managerの新しいリリースへのアップグレードでは、環境内のプラット
フォームに変更が必要となる場合があります。本稼働環境を評価してドキュメント
化することにより、最適なアップグレードパスを決定したり、アップグレードの複
雑さを見積もったりすることができます。

この節では、本稼働環境の検証で実行する手順について説明します。

■ 24ページの「ステップ 1:プラットフォームのドキュメント化」
■ 25ページの「ステップ 2: Identity Managerのインストールのドキュメント化」
■ 27ページの「ステップ 3:カスタムコンポーネントのドキュメント化」

ヒント –ソース管理およびCBEを使用してこの情報を管理すると、Identity Managerの
インストールのドキュメントおよびカスタムコンポーネントのドキュメントとして
利用できます。特に本稼働環境に注意して、これらの情報を検証し、Identity
Managerアプリケーションを配備する各環境を十分に把握してください。

2第 2 章
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ステップ1:プラットフォームのドキュメント化
最適なアップグレードパスを決定するには、第 7章「評価用ワークシート」に示す
ワークシートを使用して、現在のプラットフォームのコンポーネントの一覧を作成
します。コンポーネントには、次のようなものがあります。

■ 24ページの「アプリケーションサーバー」
■ 24ページの「データベースサーバー」
■ 25ページの「Identity Manager Gateway」
■ 25ページの「Java Runtime Environment」
■ 25ページの「サポートされているリソース」
■ 25ページの「Webサーバー」

注 –インストールするアップグレードバージョンに対して、正しいバージョンのコン
ポーネントを使用していることを確認してください。詳細は、『Sun Identity
Manager 8.1リリースノート』の「サポートされているソフトウェアと環境」を参照
してください。

注意 – Oracle®リポジトリを使用している場合、Identity ManagerリポジトリのDDLが
使用するデータ型は、古いOracle JDBCドライバでは適切に処理されませ
ん。ojdbc14.jarに含まれる JDBCドライバは、ログテーブルの一部の列を正しく読
み取ることができません。

Identity Managerを正しく動作させるには、JDK 5ドライバを ojdbc5.jarにアップグ
レードする必要があります。

アプリケーションサーバー
アプリケーションサーバーのバージョンと、追加されているパッチまたはサービス
パックをすべて記録します。さらに、次の情報も記録します。

■ オペレーティングシステムのバージョンと、追加されているパッチまたはサービ
スパック。

■ アプリケーションサーバーで必要な Java Development Kit (JDKTM)の
バージョン。Identity Managerをアップグレードする場合は、同じベンダーから提
供された JDKを使用する必要があります。

データベースサーバー
データベースサーバーのバージョンと、追加されているパッチまたはサービス
パックをすべて記録します。
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Identity Manager Gateway
次の手順を実行して、動作している Identity Manager Gatewayのバージョンを確認し
ます。

1. コマンドウィンドウを開き、Gatewayサーバーごとに次のコマンドを実行しま
す。

gateway -v

2. 結果を記録します。
3. 各Gatewayサーバーのオペレーティングシステムのバージョンを記録します。

注 – Gatewayサーバーのバージョンは、常に Identity Managerのバージョンと同じ
にしてください。

Java Runtime Environment
lhコンソールで必要な、現在インストールされている JRETMのバージョンを記録しま
す。また、インストールされている JREのベンダーの名前も記録します
(Sun、IBM、Oracleなど)。Identity Managerをアップグレードするときに、同じベン
ダーが提供する JREを使用する必要があります。

サポートされているリソース
サポートされているリソースの名前とバージョン、および追加されているパッチま
たはサービスパックをすべて記録します。

Webサーバー
Webサーバーのバージョンと、追加されているパッチまたはサービスパックをすべ
て記録します。

ステップ2: Identity Managerのインストールのド
キュメント化
最適なアップグレードパスを決定するには、第 7章「評価用ワークシート」に示す
ワークシートを使用して、現在の Identity Managerのインストールのコンポーネント
の一覧を作成します。

次の節では、この情報を収集する方法について説明します。

■ 26ページの「Product_IDMgr;のバージョン」
■ 26ページの「Identity Managerの評価ツール」
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Product_IDMgr;のバージョン
現在の Identity Managerインストールのバージョン番号を確認するには、Identity
Managerコンソールを使用します。

1. コマンド行に、次のコマンドを入力します。
lh console

2. Identity Managerのバージョン番号を表示するには、次のコマンドを入力します。
version

Identity Managerの評価ツール
Identity Managerには、インストールの情報を一覧表示および記録するための、次の
ユーティリティーが用意されています。

■ installedユーティリティー: $WSHOME/binディレクトリでマニフェストを検索
し、リリース、パッチ、サービスパック、およびホットフィックスのバージョン
情報を表示します。

■ inventoryユーティリティー:リリースのパッケージに含まれているファイルを使
用してファイルシステムを調査し、システムに追加されたファイルまたはシステ
ムから削除されたファイルを表示します。このユーティリティーは、Identity
Managerに標準装備されたマニフェストに基づいて、変更されたファイルを判定
します。

installedおよび inventoryユーティリティーにアクセスするには、次の手順を実行
します。

1. コマンドウィンドウを開き、$WSHOME/binディレクトリに移動します。

2. プロンプトで、次のコマンドを実行します。
./lh assessment

3. プロンプトで、次のいずれかのコマンドを入力します。
■ installed [ option] [option ]...

■ inventory [ option] [option ]...

次の表に、installedユーティリティーと inventoryユーティリティーで使用できる
オプションを示します。

installedユーティリティーのオプション

オプション 機能 説明

-h ヘルプ 使用法を表示します。

-r リリース インストールされているリリースだけを表示します。
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オプション 機能 説明

-p パッチ インストールされているパッチだけを表示します。

-s サービス
パック

インストールされているサービスパックだけを表示し
ます。

-f ホット
フィック
ス

インストールされているホットフィックスだけを表示
します。

注 –必ず、すべてのサービスパックまたはパッチに関連するマニフェストファイルの
名前を記録してください。たとえば、次のとおりです。

Identity_Manager_8_0_0_0_20080530.manifest

inventoryユーティリティーのオプション

オプション 機能 説明

-a 追加 追加されたファイルだけを表示しま
す。

-d 削除 削除されたファイルだけを表示しま
す。

-h ヘルプ 使用法を表示します。

-m 変更 変更されたファイルだけを表示しま
す。

-u 変更なし 変更されていないファイルだけを表
示します。

ステップ3:カスタムコンポーネントのドキュメン
ト化
第 7章「評価用ワークシート」に示すワークシートを使用して、カスタムコン
ポーネントの一覧を作成します。カスタムコンポーネントには、次のものがありま
す。

■ 28ページの「カスタマイズしたデータベーステーブルの定義」
■ 28ページの「カスタムファイルシステムオブジェクト」
■ 29ページの「カスタムリポジトリオブジェクト」
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注 –

■ Identity Manager IDEまたは古いバージョンのConsolidated Build Environment (CBE)
を使用している場合、これらのコンポーネントのカスタマイズはすでにベースラ
インの一部になっています。この場合は、CBEのベースラインをドキュメントと
して利用できます。

■ 現在の Identity Managerインストールに大量のカスタム作業がある場合は、アップ
グレードについて Sunのプロフェッショナルサービスにご相談ください。

カスタマイズしたデータベーステーブルの定義
Version 7.1および 8.0の Identity Managerでは、Identity Managerデータベーステーブル
の定義が大きく変更されました。

これまでに Identity Managerリポジトリのデータベーステーブルの定義を変更してい
る場合は、更新された新しいテーブルで同じ変更を行うかどうかを判断する必要が
あります。

カスタムファイルシステムオブジェクト
カスタマイズしたファイルシステムオブジェクトは、新しい Identity Managerリ
リースで正しく機能するように更新する必要があります。次の節で説明するよう
に、環境内にあるカスタマイズしたファイルシステムオブジェクトの名前を一覧に
示します。

変更した JavaServer Pagesファイル

Identity Managerの最近のバージョンでは、APIが変更されている場合がありま
す。インストール内の .jspファイルを変更している場合は、アップグレード中にこ
れらのファイルの更新が必要となる場合があります。Identity Managerから提供され
た JSPを配備中に変更している場合 (または、Identity Manager APIを使用するカスタ
ム JSPがある場合)、ターゲットリリースの新しい JSP構造とAPIの変更に対応するよ
うに、これらの JSPファイルを変更する必要があります。

注 – APIの変更については、アップグレードするリリースの『Identity Managerリ
リースノート』を参照してください。

inventory -mコマンド (26ページの「Identity Managerの評価ツール」を参照)を使用
して、配備中に行なった JSPの変更を識別します。

JSPのカスタマイズについては、『Sun Identity Manager 8.1 Technical Deployment
Overview』の第 11章「Editing Configuration Objects」を参照してください。
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変更した Waveset.propertiesファイル

デフォルトの Waveset.propertiesファイルに対する変更をすべて記録します。

変更した WPMessages.propertiesファイル

デフォルトの WPMessages.propertiesファイルに対する変更をすべて記録します。

カスタマイズしたプロパティーファイル

システムのその他のプロパティーファイルに対して行った変更をすべて記録しま
す。

カスタムリソースアダプタ (および、その他のカスタム Java)

ターゲットの Identity Managerのバージョンに応じて、カスタムリソースアダプタの
再コンパイルが必要となる場合があります。Identity ManagerのAPIを使用するすべ
てのカスタム Javaコード (カスタムリソースアダプタを含む)は、アップグレード中
に再コンパイルが必要です。また、Identity Managerライブラリを使用するその他の
Javaクラスも、再コンパイルの必要性を確認してください。

変更したスタイルシート

Identity Managerのスタイルシートに対する変更をすべて記録します。

カスタムリポジトリオブジェクト
カスタマイズしたリポジトリオブジェクトは、ターゲットの Identity Managerリ
リースで適切に動作するように保守が必要となる場合があります。次の節で説明す
るように、環境内にあるカスタマイズしたリポジトリオブジェクトをすべて記録し
ます。

注 – Identity Managerの SnapShot機能を使用して、配備中のカスタマイズしたリポジ
トリオブジェクトのベースラインまたは「スナップショット」を作成できます。こ
れらはアップグレードの計画に利用できます。詳細は、39ページの「ステップ 5:ス
ナップショット作成」を参照してください。

変更したフォーム

現在の製品の拡張機能を利用するには、カスタマイズしたフォームの更新が必要と
なる場合があります。

変更したワークフロー

現在の製品の拡張機能を利用するには、カスタマイズしたワークフローの更新が必
要となる場合があります。
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変更した電子メールテンプレート

現在の製品の拡張機能を利用するには、カスタマイズした電子メールテンプレート
のエクスポートが必要となる場合があります。

カスタムリポジトリスキーマ

Identity ManagerのVersion 7.0とVersion 8.0の間には、スキーマに関する重大な変更
がありました。古いバージョンの Identity Managerからアップグレードする場合
は、スキーマを更新する必要があります。

その他のカスタムリポジトリオブジェクト

作成または更新したその他のカスタムリポジトリオブジェクトの名前をすべて記録
します。場合によっては、次のオブジェクトを現在のインストールからエクス
ポートし、アップグレード後に新しいバージョンの Identity Managerに再インポート
する必要があります。

管理グループ
管理ロール
設定
ポリシー
プロビジョニングタスク
Remedy設定
リソースアクション

リソースフォーム
ロール
規則
タスク定義
タスクテンプレート
ユーザーフォーム

注 – Identity Managerの SPML 2.0実装は、Version 8.0で変更されました。それより前の
リリースでは、SMPLメッセージで使用される SPMLの objectclass属性が、Identity
Managerの Userオブジェクトの objectclass属性に直接マップされていました。現
在、objectclass属性は spml2ObjectClass属性に内部的にマップされ、ほかの目的で
内部的に使用されるようになりました。

アップグレードプロセスの間、objectclass属性の値は、既存のユーザーに合わせて
自動的に名前変更されます。objectclass属性を参照するフォームが SPML 2.0設定に
含まれている場合、それらの参照を手動で spml2ObjectClassへの参照に変更する必
要があります。

Identity Managerはアップグレードの間に、サンプルの spml2.xml設定ファイルを置き
換えません。アップグレード前の環境で spml2.xml設定ファイルを使用していた場
合、このファイルには objectclassへの参照を伴うフォームが含まれており、それを
spml2ObjectClassへの参照に変更する必要があることに注意してください。(属性が
内部的に使用される)フォーム内の objectclass属性を変更し、(属性が外部に公開さ
れる)ターゲットスキーマ内の objectclass属性は変更しないでください。
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Identity Managerの SnapShot機能を使用すると、次のオブジェクトタイプをシステム
からコピーして比較できます。

AdminGroup
AdminRole
Configuration
EmailTemplate
Policy
ProvisionTask
RemedyConfig

ResourceAction
Resourceform
Role
Rule
TaskDefinition
TaskTemplate
UserForm

手順については、39ページの「ステップ 5:スナップショット作成」を参照してくだ
さい。

タスク2:ターゲットとする Identity Managerの
バージョンの選択

注 – Identity Managerのアップグレードパスに関する最新情報は、『Sun Identity
Manager 8.1リリースノート』の「アップグレードパスとサポートポリシー」を参照
してください。

一般的には、テストのタイムフレーム中に利用できる最新のリリースの Identity
Managerにアップグレードしてください。たとえば、現在Version 7.1.1でテスト中
で、この Identity Managerのバージョンが、現在のテストサイクルを開始した時点で
最新のリリースであったと想定します。ここで、次の新しいリリース (7.1.2)が 7月
10日に予定されていて、次のテストサイクルの開始日が 7月 15日に予定されている
とします。この場合、次のテストサイクルを開始するときに、7.12にアップグ
レードするように計画してください。

必ず、本稼働環境のプラットフォームが新しいバージョンの Identity Manager製品を
サポートすることを確認してください。サポートされていない場合は、Identity
Managerアプリケーションをアップグレードする前に、各環境のプラットフォームを
更新するよう計画してください。ターゲット環境をアップグレードする前に、本稼
働プラットフォームに一致するように各ターゲット環境を再設定します。一般的に
は、各ターゲット環境で実行するアップグレード手順の一部として、プラット
フォームを更新する必要があります。

現在の Identity Manager製品のバージョンとターゲットとする Identity Managerの
バージョンの両方が、更新されたプラットフォームをサポートする場合は、Identity
Managerアプリケーションをアップグレードする前に、独立した変更としてプラット
フォームを更新し、この変更を本稼働環境までプロモートすることができます。
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Identity Managerの各フルリリースに含まれる標準アップグレードプロセスでは、通
常、既存のインストールが以前のメジャーリリースの任意のバージョンからアップ
グレードされます。

アップグレードを計画している Identity Managerのターゲットバージョンに関するリ
リースノートを確認してください。リリースノートには、リリースに固有のアップ
グレードに関する注意事項が説明されています。また、補足ドキュメント、バグの
修正、既知の問題なども説明されています。

設定とカスタマイズを検証して、これらの設定とカスタマイズに影響を与える可能
性のある Identity Manager製品の変更を確認してください。

現在のリリースにインストールされているホットフィックスを確認してくださ
い。各ホットフィックスに関連するバグ番号を検索し、ターゲットにする Identity
Managerの新しいバージョンに必要なホットフィックスがすべて含まれていることを
リリースノートで確認してください。

注 – Sunの新しい「パッチプロセス」は、以前のホットフィックスプロセスに代わる
ものです。パッチプロセスは累積的であるため、個別の修正プログラムに伴う問題
がほとんど発生しないと期待できます。パッチプロセスの導入により、実際のバグ
番号によって修正をより簡単に追跡できるようになります。ただし、古い
バージョンに対して行われた修正が、新しいバージョンではまだ提供されていない
という場合もあります。現在使用している Identity Managerのバージョンでどのプロ
セスを採用しているかに関係なく、必要なバグ修正のすべてが新しいターゲットの
Identity Manager IDEのバージョンに含まれていることを確認する必要があります。

注 – Identity Managerアプリケーションを 1レベルを超えて (つまり、現在の
バージョンの次のメジャーバージョンよりも新しいバージョンに直接)アップグ
レードする場合は、70ページの「スキップレベルアップグレードの段階」を参照し
てください。この参照先では、この節で説明したタスクがスキップレベルアップグ
レードでどのように変更されるかを説明しています。

タスク3:テスト計画の準備
アップグレードの次の段階に進む前に、現在の総合的なテスト計画を準備する必要
があります。テスト計画の目的は、現在の Identity Managerアプリケーションのすべ
ての機能が、アップグレードプロセス後も完全に維持されることを確認することで
す。

■ 既存のテスト計画がある場合は、33ページの「既存のテスト計画の検証」に進
んでください。

■ テスト計画を準備していない場合は、33ページの「テスト計画の作成」の説明
に従ってテスト計画を作成してください。
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既存のテスト計画の検証
既存のテスト計画は、テストする項目のすべてを扱っていますか。最新の内容です
か。固有の内容ですか。これらの条件を満たさない場合は、テスト計画を適切に修
正する必要があります。

特定の機能セットのパフォーマンスについて特に注意が必要な場合や、Identity
Managerアプリケーションが消費するシステムメモリーやデータベース領域などの項
目に注意が必要な場合は、テスト計画でこれらの項目が測定されることを確認する
必要があります。

Identity Manager製品をアップグレードしたあと、または Identity Managerの設定とカ
スタマイズに重要な変更を行ったあとに、必ず Identity Managerアプリケーションを
再テストしてください。

テスト計画の作成
Identity Managerアプリケーションのテスト計画を準備していない場合は、計画を作
成する必要があります。一般的なテスト計画は次のような内容です。

1. はじめに
■ このドキュメントの説明
■ 関連ドキュメント
■ スケジュールとマイルストーン

2. リソースの要件
■ ハードウェア
■ ソフトウェア (テストツール)
■ 担当者

3. テストする機能とテストの手法
■ 新しい機能のテスト
■ 回帰テスト

4. テストしない機能
5. テストの配布物
6. 依存関係とリスク
7. 入口条件と出口条件
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タスク4:アップグレード手順の準備
アップグレードの次の段階に進む前に、現在の総合的なアップグレード手順を準備
する必要があります。詳細は、19ページの「アップグレードプロセスとアップグ
レード手順」を参照してください。

アップグレード手順の目的は、Identity Managerアプリケーションを各環境でアップ
グレードするときに、誰が何をするかを正確に指定することです。Identity Manager
アプリケーションを各環境でアップグレードするときに、このアップグレード手順
を作成および保守します。

■ 既存のアップグレード手順がある場合は、34ページの「既存のアップグレード
手順の検証」に進んでください。

■ アップグレード手順を準備していない場合は、34ページの「アップグレード手
順の作成」の説明に従ってアップグレード手順を作成してください。

既存のアップグレード手順の検証
既存のアップグレード手順には、各環境で Identity Managerアプリケーションを
アップグレードするときに、誰がいつ何をするかが正確に指定されていますか。環
境ごとの手順の違いと、その違いの理由が明確に説明されていますか。アップグ
レード手順は最新ですか。アップグレード手順に、本稼働環境で実行する場合と同
じ手順が、テスト環境と品質管理環境用に含まれていますか。これらの条件を満た
さない場合は、アップグレード手順を適切に修正する必要があります。

本稼働環境に固有の重要な注意事項がありますか。注意事項がある場合、アップグ
レード手順では、同じ手順を品質管理環境でリハーサルする必要があります。67
ページの「本稼働環境に関する特殊な注意点」を参照してください。本稼働環境で
アップグレード手順にかかる時間が重要である場合は、各環境で各手順にかかった
時間を記録するように、アップグレード手順で指示してください。特に品質管理環
境のアップグレードは、本稼働環境のアップグレードにかかる時間についてのよい
参考となります。

アップグレード手順の作成
Identity Managerアプリケーションのアップグレード手順を準備していない場合
は、アップグレード手順を作成する必要があります。

一般的に、アップグレード手順は次のように作成します。

■ チェックリストの形式で作成します。

補足的なドキュメントを含めることもできますが、アップグレード手順を実行す
る管理者は、明確に記述された完全で簡潔な指示を望みます。
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■ 56ページの「タスク 8:アップグレード手順の実行」で説明する手順の (全部では
なくとも)大部分を含めます。
一般的に、アップグレード手順はそれぞれに固有の内容を含み、各環境で誰が何
をする必要があるかを正確に記述します。たとえば、アップグレード手順に
は、各環境で管理者が実行する必要のある固有のコマンドと固有のパラメータ値
を指定する必要があります。

■ 補足的な手順を追加します。

たとえば、Identity Managerアプリケーションが外部アプリケーションと統合され
ていると、外部プロセスの停止と再起動が必要となる場合があります。ま
た、Identity Managerアプリケーションやその他の影響を受けるアプリケーション
をオフラインにする前に、ユーザーまたはシステムの担当者に通知する必要もあ
ります。

■ 各ターゲット環境で同じ手順になるようにします。

ホスト名や接続情報などの特定のパラメータ値は環境ごとに異なります。ただ
し、アップグレード手順で実行するそれぞれの手順は、各環境で同じになるよう
にしてください。たとえば、テスト環境や品質管理環境では、アプリケーション
のダウンタイムについて通知する相手がいない場合でも、それぞれの環境でこの
手順をリハーサルしてください。

■ タイムテーブルを含める。

各手順にかかる時間を予測し、それぞれの手順で実際にかかった時間を記録しま
す。品質管理環境での計測値は、本稼働環境でかかる時間を予想する上で特に重
要です。
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アップグレードの開発と評価

アップグレードの開発と評価の段階では、次のタスクを行います。

■ 37ページの「タスク 5:開発環境のリセット」
■ 38ページの「タスク 6:開発環境のアップグレード」
■ 55ページの「タスク 7:評価環境のリセット」
■ 56ページの「タスク 8:アップグレード手順の実行」
■ 62ページの「タスク 9:機能テストの実行」

タスク5:開発環境のリセット
既存の開発環境を元に戻すか、新規の開発環境の作成と設定を行って、本稼働環境
に対応する Identity Managerアプリケーションのベースラインにする必要がありま
す。また、開発環境のプラットフォームを、使用している本稼働環境のプラット
フォームに一致させる必要もあります。詳細については、24ページの「ステップ 1:
プラットフォームのドキュメント化」を参照してください。

構成、カスタム構成オブジェクト、カスタムコード、評価計画、および自動評価の
管理には、ソース管理ツールを使用します。詳細は、17ページの「ソース管理と
CBE」を参照してください。

本稼働環境で管理者が Identity Managerの構成やカスタマイズ内容を直接変更するこ
とがサイトのプロセスにより可能な場合 (ソース管理のベースラインのバージョンを
更新しないなど)、現在の本稼働構成とカスタマイズ内容をソース管理ベースライン
と比較する必要があります。本稼働環境の変更内容を特定し、個々の変更内容を開
発環境に適用して、必要に応じて再評価します。これらの変更内容を、使用してい
る Identity Managerアプリケーションに合わせてソース管理ベースラインにマージし
ます。本稼働環境の変更内容が大きく、開発環境でフルに評価できない場合は、更
新した Identity Managerのベースラインを評価環境にプロモートし、そのベースライ
ンを再評価してから Identity Managerのアップグレードに進むことを検討してくださ
い。
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タスク6:開発環境のアップグレード
次の各ステップを開発環境で実行する必要があります。

■ 38ページの「ステップ 1: Active Syncと調整の停止」
■ 38ページの「ステップ 2: Identity Managerアプリケーションの停止」
■ 39ページの「ステップ 3: Identity Managerアプリケーションのバックアップ」
■ 39ページの「ステップ 4:ホットフィックスの削除」
■ 39ページの「ステップ 5:スナップショット作成」
■ 39ページの「スナップショットを作成するには」
■ 41ページの「ステップ 6:プラットフォームの更新」
■ 41ページの「ステップ 7: Identity Manager製品のアップグレード」
■ 50ページの「ステップ 8:もう 1つのスナップショットの作成」
■ 50ページの「ステップ 9:変更内容を解析する」
■ 53ページの「ステップ 10:すべてのカスタム Javaクラスの再構築」
■ 53ページの「ステップ 11: XPRESSでの必要な変更の実行」
■ 53ページの「ステップ 12: Identity Managerアプリケーションの開発環境での評
価」

■ 54ページの「ステップ 13: Active Syncと調整の再起動」
■ 55ページの「ステップ 14:変更内容のソース管理へのマージ」

注 –環境をアップグレードするときには、次のいくつかのステップを実行する必要が
あります。ただし、これは、Identity Managerアプリケーションに合わせてベースラ
インを更新する環境なので、次のステップの多くは開発環境に固有です。

ステップ1: Active Syncと調整の停止
Active Syncプロセスを手動開始に設定し、必要に応じて、アップグレードが正常に
完了するまで、計画済みの調整を無効にします。

ヒント –ステップ 1は省略可能ですが、本稼働環境をアップグレードするときのベス
トプラクティスと考えられています。

また、本稼働環境でステップ 1を実行する場合は、その他すべての環境をアップグ
レードするときの標準ステップとしてください。

ステップ2: Identity Managerアプリケーションの
停止
Identity Managerアプリケーションを休止して、すべての管理者とエンドユーザーか
ら使用できないようにします。
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ステップ3: Identity Managerアプリケーションの
バックアップ
既存のデータベースと Identity Managerのファイル構造のコピーを作成します。

データベースとファイル構造をバックアップすることにより、必要に応じて作業環
境を復元できます。

ステップ4:ホットフィックスの削除
WEB-INF/classesディレクトリからホットフィックスのクラスファイルを削除しま
す。

通常、ホットフィックスのクラスファイルは、そのホットフィックスが配布された
Identity Manager製品の特定バージョンでのみ動作します。

ステップ5:スナップショット作成
既存の構成オブジェクトのコピーを作成します。また、リポジトリにある他のタイ
プのオブジェクトのコピー、または少なくともそれらのオブジェクトの代表サンプ
ルのコピーを作成します。

Identity Manager製品をアップグレードすることにより、JSPファイルなど、Identity
Manager製品が上に重なるファイルシステムのアーティファクトが保存されます
が、アップグレードではリポジトリ内で変更する各オブジェクトの「以前のイ
メージ」は保持しません。スナップショットを作成することにより、Identity
Manager製品のアップグレードによるリポジトリオブジェクトに対する変更内容を検
出できます。

▼ スナップショットを作成するには
次に、Identity Managerのスナップショット機能を使用して、配備内のカスタマイズ
済みリポジトリオブジェクトのベースラインを作成する方法、および 2つのス
ナップショットを比較して、アップグレードの前後に特定のシステムオブジェクト
に対して実行された変更内容を特定する方法を説明します。

注 –スナップショット機能は、進行中のXMLの詳細な違いを対象とするものではあ
りません。これは「最初の実行」での比較を行うための最小のツールにすぎませ
ん。

Identity Managerの「デバッグ」ページにある「スナップショット」ボタンをク
リックして、「SnapShot Management」ページを表示します。

1
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「作成」フィールドにスナップショットの名前を入力して、「作成」ボタンをク
リックします。

Identity Managerがスナップショットを追加すると、そのスナップショットの名前
が、「比較」メニューリスト、および「エクスポート」ラベルの右側に表示されま
す。

2つのスナップショットを比較するには、次の操作を行います。

a. 2つの「比較」メニューから、それぞれスナップショットを選択します。

b. 「比較」ボタンをクリックします。

■ 変更されたオブジェクトがない場合は、差が検出されなかったことを示す
メッセージが表示されます。

■ オブジェクトの変更が検出された場合は、メッセージにオブジェクトのタイプ
と名前が表示され、オブジェクトが異なる、実在しない、実在するのいずれで
あるかが示されます。

たとえば、baseline_1にはオブジェクトが存在するが、baseline_2には存在しな
い場合、「baseline_1」列には「Present」、「baseline_2」列には「Absent」が
示されます。

スナップショットをXML形式でエクスポートする場合は、スナップショットの名前
のリンクをクリックします。
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スナップショットを削除する場合は、「削除」メニューからスナップショットを選
択して「削除」をクリックします。

ステップ6:プラットフォームの更新
Identity Manager製品のターゲットバージョンでプラットフォームの変更が必要な場
合、それらの変更を行ってから Identity Manager製品をアップグレードする必要があ
ります。

JDKまたは JREをアップグレードする場合は、使用中の JDKと同じベンダーから提
供される JDKまたは JREを使用する必要があります。たとえば、これまで IBMの
JDKを使用していた場合は、Sun JDKをインストールしないでください。

注意 – Oracleのリポジトリを使用している場合、Identity ManagerのリポジトリのDDL
は、古いOracle JDBCドライバでは適切に処理されないデータ型を使用しま
す。ojdbc14.jarに含まれる JDBCドライバは、ログテーブルの一部の列を正しく読
み取ることができません。

Identity Managerを正しく動作させるには、JDK 5ドライバを ojdbc5.jarにアップグ
レードする必要があります。

ステップ7: Identity Manager製品のアップグ
レード
Identity Managerの製品自体をアップグレードするには、次の操作が必要な場合があ
ります。

■ 41ページの「リポジトリのデータベーステーブル更新」
■ 42ページの「Identity Manager製品のアップグレード」
■ 48ページの「すべてのGatewayインスタンスのアップグレード」
■ 49ページの「すべての PasswordSyncインスタンスのアップグレード」

リポジトリのデータベーステーブル更新
Identity Managerのメジャーリリースの多く、および一部のマイナーリリースで
は、データベーステーブルが変更されています。このため、環境に合わせて SQLの
サンプルスクリプトの変更が必要な場合があります。

また、次の変更を行った場合は、データベーステーブルも更新する必要がありま
す。

■ データベースインスタンスの名前の変更
■ データベーステーブルを所有するデータベースアカウントの名前の変更

5
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■ データベースへの接続に使用するデータベースアカウントから、データベース
テーブルの所有者の分離

■ 異なるテーブルやインデックスのセットについて特定のテーブル空間や増加特性
を構成するなど、より高度なDBAの変更

Identity Managerの各バージョンについて、SQLのサンプルスクリプトに対する変更
内容を記録しておき、ソース管理を使用してそれらの変更内容を管理する必要があ
ります。将来、Identity Managerの後続バージョンに対して、同様の変更が必要にな
ります。

Identity Manager製品のアップグレード
Identity Manager製品をアップグレードするには、次のいずれかの方法を使用できま
す。

■ Identity Managerインストーラプログラムを使用します (44ページの「Identity
Managerインストーラの使用法」を参照)。

■ Identity Managerの手動アップグレードプロセスを使用します (44ページの「手動
によるアップグレード」を参照)。

両方の方法の結果は同じです。
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注 –一部の環境では、手動アップグレード手順が望ましい場合があります。たとえ
ば、次のとおりです。

■ 繰り返し可能なアップグレード手順の一部として、アップグレードをフルに自動
化する場合

■ 本稼働環境へのアクセスが制限されている場合やコンソールを起動できない場合

Identity Manager製品のアップグレードにより、Identity Managerリポジトリオブ
ジェクト、および .jspファイル、Identity Manager製品の JAR、他社製の JARなど
ファイルシステムの一部のアーティファクトが変更されることがあります。.

Identity Manager製品をアップグレードするときには、次の点に注意してください。

■ インストールメディアから実際に使用する場所にファイルをコピーする場
合、idm.warと install.classのファイルを同じディレクトリに入れる必要があり
ます。

■ アップグレード時には、Identity Managerサーバーを 1台のみ使用して update.xml

をインポートし、Identity Managerサーバーを 1台のみ稼働します。

アップグレード中にほかの Identity Managerサーバーを起動する場合は、それらの
サーバーを停止して再起動してから、使用可能な状態にする必要があります。

■ アプリケーションサーバーが、UNIX®システムを実行するマシンにインストール
されている場合は、ディレクトリを $WSHOME/binディレクトリに変更し、次のコ
マンドを実行して、このディレクトリ内のスクリプトを実行可能にします。

chmod -R +x *

■ UNIX環境では、次のいずれかの位置に installディレクトリがあること、および
そのディレクトリに書き込む権限があることを確認します。

Linux/HP-UXの場合 /var/opt/sun/install

SolarisTMの場合 /var/sadm/install

以前インストール済みのホットフィックスは $WSHOME/ patches/HotfixNameディレ
クトリにアーカイブされています。

■ アップグレードプログラムには、アップグレード前処理ステップ、アップグ
レードステップ、アップグレード後処理ステップの3つのステップがありま
す。アップグレード後処理ステップは個別の Java仮想マシンで実行され、このス
テップのデフォルトのヒープサイズは 1024 Mバイトです。アップグレード時にメ
モリ不足の例外が発生する場合は、この値を高く設定してください。カスタム値
を設定するには、—Xmx <heap size>の書式を使用して、 JAVA_OPTS環境変数を設定
します。「heap size」は、2048mのような値です。たとえば、-Xmx2048mのように
指定します。
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▼ Identity Managerインストーラの使用法
Identity Managerのインストールおよびアップグレードのプログラムを使用して、開
発環境をアップグレードします。

インストーラを起動するには、次のいずれかの方法を使用します。

■ GUIインストーラを使用するには、 install.bat ( Windows)または install

(UNIX)を実行します。
インストーラの開始画面が表示されます。

■ nodisplayモードでインストーラを起動するには、ソフトウェアのあるディレク
トリに移動して、次のコマンドを入力します。

install -nodisplay

インストーラの開始テキストが表示され、次にGUIインストーラと同じ順序
で、インストール情報を収集するための質問リストが表示されます。

ディスプレイ装置がない場合は、インストーラはデフォルトで nodisplayオプ
ションを使用します。

インストーラは、ソフトウェアの旧バージョンを新バージョンの後にインス
トールしません。この場合、エラーメッセージが表示され、インストーラは終了
します。

開始画面の「次へ」をクリックします。

「Install or Upgrade?」画面の「アップグレードする」を選択して、「次へ」をク
リックします。

「インストールディレクトリを選択します」画面で、Identity Managerの旧
バージョンがあるディレクトリを選択して、「次へ」をクリックします。

インストーラにアップグレード前処理とアップグレード後処理の進捗バーが表示さ
れ、その後「インストール構成の確認」画面に進みます。

インストールの詳細については、「詳細」をクリックしてログファイルを表示
し、その後「閉じる」をクリックしてインストーラを終了します。

アプリケーションサーバーの作業ディレクトリからコンパイル済みの Identity
Managerファイルをすべて削除します。

手動によるアップグレード

一部の環境では、Identity Managerのインストールおよびアップグレードのプログラ
ムを使用せずに、手動でアップグレードを実行する場合があります。

■ JAVA_HOME環境変数を必ず設定してください。

1

2

3

4

5

6

タスク 6:開発環境のアップグレード

Sun Identity Manager 8.1アップグレード • 2009年 2月44



■ JAVA_HOMEディレクトリの binディレクトリを、必ずパスに入れてください。
■ 以前インストール済みのホットフィックスは、 $WSHOME/patches/HotfixName
ディレクトリにアーカイブされます。

注 –この節の操作方法は、Identity ManagerをTomcatアプリケーションサーバーにイ
ンストールする場合のものです。使用しているアプリケーションサーバーによ
り、多少異なるコマンドの使用が必要な場合があります。

アプリケーションサーバーに固有の操作方法については、『Sun Identity Manager 8.1
Installation』のパート II「Installing Identity Manager」の該当する章を参照してくださ
い。

▼ Windowsプラットフォームで手動アップグレードを実行するには
サポートするWindowsプラットフォームで Identity Managerを手動でアップグレード
するには、次の手順を実行します。

アプリケーションサーバーとGatewayを停止します。.

Identity Managerのデータベースを更新します。

次のコマンドを入力して、環境を設定します。
set ISPATH=Path-to-install-software
set WSHOME=Path-to-Identity-Manager-Installation OR Staging-Directory set TEMP=Path-to-Temporary-Directory

注 – Identity Managerのインストールディレクトリへのパスにスペースがある場合
は、次の例に示すように、WSHOME環境変数を二重引用符 (")で囲まずに指定する必要
があります。

パスにスペースがない場合でも、パスを指定するときには、末尾にバックス
ラッシュ (\)を使用しないでください。

set WSHOME=c:\Program Files\Apache Group\Tomcat 6.0\idm

または

set WSHOME=c:\Progra~1\Apache~1\Tomcat~1\idm

次のパスの指定は正しくありません。

set WSHOME="c:\Program Files\Apache Group\Tomcat 6.0\idm"
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前処理を実行します。
mkdir %TEMP%

cd /d %TEMP%

jar -xvf %ISPATH%\IDM.WAR\

WEB-INF\lib\idm.jar WEB-INF\lib\idmcommon.jar

set TMPLIBPTH=%TEMP%\WEB-INF\lib

set CLASSPATH=%TMPLIBPTH%\idm.jar;\

%TMPLIBPTH%\idmcommon.jar;

java -classpath %CLASSPATH% -Dwaveset.home=%WSHOME%\

com.waveset.install.UpgradePreProcess

ソフトウェアをインストールします。
cd %WSHOME%

jar -xvf %ISPATH%\IDM.WAR

後処理を実行します。
java -classpath %CLASSPATH% -Dwaveset.home=%WSHOME%

com.waveset.install.UpgradePostProcess

注 –

■ アップグレードの後処理ステップは、個別の Java仮想マシンで実行されます。こ
のステップのデフォルトのヒープサイズは 1024 Mバイトです。このステップでメ
モリ不足の例外が発生する場合は、ヒープサイズの最大値を高く設定してくださ
い。カスタム値を設定するには、—Xmx <heap size> の書式を使用し
て、JAVA_OPTS環境変数を設定します。「heap size」は、2048mのような値で
す。たとえば、-Xmx2048mのように指定します。

■ インストーラは、デフォルトのConfiguratorアカウントの名前が変更されていた
り、アカウントが削除されていたり、無効になっていたりするインストール環境
に対してもアップグレードインストールをサポートしています。

アップグレードの後処理で、 update.xmlをインポートするために、インストーラ
はユーザー名とパスワードの入力を要求します。ユーザー名またはパスワードが
正しく入力されない場合、正しいユーザー名またはパスワードを入力するように
要求されます (最大 3回)。このエラーは、インストーラのテキストボックスに表
示されます。

手動インストールの場合、 -U username -P passwordのフラグを指定して、認証情
報を UpgradePostProcess手続きに渡す必要があります。

ステージングディレクトリにインストールした場合は、アプリケーション
サーバーへの配備用 .warファイルを作成します。
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アプリケーションサーバーの作業ディレクトリから Identity Managerのファイルを削
除します。

▼ UNIXプラットフォームで手動アップグレードを実行するには
サポートするUNIXプラットフォームで Identity Managerを手動でアップグレードす
るには、次のステップを実行します。

アプリケーションサーバーとGatewayを停止します。.

Identity Managerのデータベースを更新します。

環境を設定します。
export ISPATH=Path-to-Install-Software export WSHOME=Path-to-Identity-Manager-Installation-or-Staging Directory
export TEMP=Path-to-Temporary-Directory

前処理を実行します。
mkdir $TEMP

cd $TEMP

jar -xvf $ISPATH/idm.war \

WEB-INF/lib/idm.jar WEB-INF/lib/idmcommon.jar

CLASSPATH=$TEMP/WEB-INF/lib/idm.jar:\

$TEMP/WEB-INF/lib/idmcommon.jar:

java -classpath $CLASSPATH -Dwaveset.home=$WSHOME \

com.waveset.install.UpgradePreProcess

ソフトウェアをインストールします。
cd $WSHOME

jar -xvf $ISPATH/idm.war

後処理を実行します。
java -classpath $CLASSPATH -Dwaveset.home=$WSHOME

com.waveset.install.UpgradePostProcess

8

1

2

3

4

5

6

タスク 6:開発環境のアップグレード

第 3章 • アップグレードの開発と評価 47



注 –

■ アップグレードの後処理ステップは、個別の Java仮想マシンで実行されます。こ
のステップのデフォルトのヒープサイズは 1024 Mバイトです。このステップでメ
モリ不足の例外が発生する場合は、ヒープサイズの最大値を高く設定してくださ
い。カスタム値を設定するには、—Xmx <heap size> の書式を使用し
て、JAVA_OPTS環境変数を設定します。「heap size」は、2048mのような値で
す。たとえば、-Xmx2048mのように指定します。

■ インストーラは、デフォルトのConfiguratorアカウントの名前が変更されていた
り、アカウントが削除されていたり、無効になっていたりするインストール環境
に対してもアップグレードインストールをサポートしています。

アップグレードの後処理で、 update.xmlをインポートするために、インストーラ
はユーザー名とパスワードの入力を要求します。ユーザー名またはパスワードが
正しく入力されない場合、正しいユーザー名またはパスワードを入力するように
要求されます (最大 3回)。このエラーは、インストーラのテキストボックスに表
示されます。

手動インストールの場合、 -U username -P passwordのフラグを指定して、認証情
報を UpgradePostProcess手続きに渡す必要があります。

ディレクトリを $WSHOME/bin/solarisまたは $WSHOME/bin/linuxに変更し、その
ディレクトリ内のファイルを実行できるように、それらのファイルのアクセス権を
設定します。

ステージングディレクトリにインストールした場合は、アプリケーション
サーバーへの配備用 .warファイルを作成します。

アプリケーションサーバーの作業ディレクトリから Identity Managerのファイルを削
除します。

アップグレードのトラブルシューティング

アップグレード時に問題が発生した場合は、$WSHOME/patches/ logsディレクトリに
あるアップグレードのログファイルをチェックします。ログファイルの名前
は、アップグレードのタイムスタンプとステージに基づきます。

すべてのGatewayインスタンスのアップグレード
環境にインストール済みの Sun Identity Manager Gatewayをすべてアップグレードしま
す。Identity Managerサーバーの新バージョンは、Gatewayの旧バージョンとは動作し
ません。
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▼ Identity Manager Gatewayをアップグレードするには

Windowsシステムにログインして、Gatewayがインストールされているディレクトリ
に移動します。

Gatewayサービスを停止します。
gateway -k

少なくともWindows 2000を使用している場合は、サービスのMMCプラグインのイン
スタンスをすべて終了します。

Gatewayサービスを削除します。
gateway -r

既存のGatewayファイルをバックアップして、削除します。

新規のGatewayファイルを抽出します。
Identity Managerサーバー以外のシステムにGatewayの新規アップグレードをインス
トールする場合は、Identity Managerのインストールパッケージから gateway.zip

ファイルをコピーします。

Gateway がインストールされていたディレクトリに、 gateway.zip ファイルを展開し
ます。

Gatewayサービスをインストールします。
gateway -i

Gatewayサービスを開始します。
gateway -s

すべてのPasswordSyncインスタンスのアップグレード
リリースノートに特記されていない限り、新規にインストールした Identity Manager
サーバーのバージョンは、旧バージョンの PasswordSyncを一時的に制限付きでサ
ポートします。このサポートは、PasswordSyncインスタンスをアップグレードして
いる間に、Identity Managerの実行を継続できるようにするためのもので
す。PasswordSyncのすべてのインスタンスを、できるだけ早く Identity Manager
サーバーと同じバージョンに更新してください。

PasswordSyncをアップグレードするには、環境にインストール済みの PasswordSync
をすべてアンインストールして、再起動する必要があります。削除を正常に実行す
るには、Windowsの「コントロールパネル」の「プログラムの追加と削除」機能を
使用します。
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個々の旧バージョンの代わりに新バージョンの PasswordSyncをインストールし
て、再起動します。インストール先のオペレーティングシステムに対応するバイナ
リファイルを使用します。32ビットWindowsのバイナリは IdmPwSync_x86.msi、64
ビットWindowsのバイナリは IdmPwSync_x64.msiという名前です。

注 – PasswordSyncのアンインストール後に 1回、新バージョンのインストール後に
1回、合計でWindowsを 2回再起動する必要があります。再起動が 2回必要な理由
は、Windows Security Serviceが PasswordSyncのDLLをロードする方法にあります。

インストール方法については、『Sun Identity Manager 8.1ビジネス管理者ガイ
ド』の「Windowsでの PasswordSyncのインストールと設定」を参照してください。

ステップ8:もう1つのスナップショットの作成
Identity Managerを正常にアップグレードしたら、既存の構成オブジェクトのコ
ピーを作成します。また、リポジトリ内のほかのタイプのオブジェクトのコ
ピー、または少なくともそれらのオブジェクトの代表サンプルのコピーを作成しま
す。

Identity Manager製品のアップグレードでは、リポジトリのオブジェクトに対する変
更内容は記録されません。このスナップショットを、アップグレード前のスナップ
ショットと比較することにより、アップグレードによるリポジトリオブジェクトに
対する変更内容を容易に検出できます。

ステップ9:変更内容を解析する
Identity Manager製品のアップグレードによる変更内容を解析し、それに合わせて構
成とカスタマイズを更新する必要があります。たとえば、次のとおりです。

■ JSPファイルまたはスタイルシートを変更した場合は、それらの変更内容を新規
の JSPファイルまたはスタイルシートにマージする必要があります。

■ お使いの Identity Managerアプリケーションベースラインに Identity Manager製品
の JARやサードパーティの JARが含まれる場合は、ベースラインのそれらの JAR
の更新も必要なことがあります。また、ベースラインには、データベーステーブ
ルの作成や更新に使用した SQLスクリプトも含める必要があります。

■ Identity Managerのデフォルトオブジェクト (デフォルトユーザーフォームなど)を
変更した場合は、アップグレードプロセスでそれらのオブジェクトが
savedObjects ディレクトリに移動されます。以降のアップグレードを容易にする
には、変更済みのオブジェクトの名前をカスタム名に変更し、そのカスタム名を
SystemConfigurationオブジェクト内で参照します。
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■ WPMessages.propertiesを /configディレクトリに抽出して、メッセージをカスタ
マイズした場合には、再度抽出を行ってそれらのカスタマイズを再適用する必要
があります。

Identity Manager製品のアップグレード時に行われたリポジトリオブジェクトに対す
る変更内容を注意して解析する必要があります。たとえば、次のとおりです。

■ Identity Manager製品のアップグレードでソース管理ベースライン内の構成オブ
ジェクトが変更された場合は、それらの変更内容を構成ベースラインにマージす
る必要があります。詳細については、55ページの「ステップ 14:変更内容の
ソース管理へのマージ」を参照してください。

■ Identity Manager製品のアップグレードで、現在のベースラインに含まれていない
構成オブジェクトが変更された場合は、これらの構成オブジェクトをアプリ
ケーションベースラインに追加する必要があります。これらの構成オブジェクト
をアプリケーションベースラインに追加しない場合は、アップグレード手順で各
環境にインポートされる update.xmlのサブセットに、適切なオブジェクトやコマ
ンドを含めるなど、それらの変更内容を組み込む他の方法を計画する必要があり
ます。

ヒント –これらのオブジェクトの変更を無視しても問題がないと判断することもでき
ますが、多くの場合、これらの構成オブジェクトをベースラインに追加することが
ベストプラクティスと考えられています。

■ Identity Manager製品のアップグレードで、構成オブジェクト以外のリポジトリの
オブジェクトが変更された場合は、それらのオブジェクトをソース管理ベースラ
インの一部にはしないでください。たとえば、Identity Managerの update.xml

ファイルが、TaskInstanceオブジェクト、Userオブジェクト、Accountオブ
ジェクト、または Entitlementオブジェクトを更新することがあります。

Identity Managerの技術は通常、これらのオブジェクトタイプの更新を防止しま
す。この理由は、各タイプのインスタンスが膨大にあるからです。ただし、場合
によっては、変更が必要であるか、変更が妥当であることがあります。このよう
な場合には、ベースライン、およびアップグレードプロセスで、Identity Manager
の update.xml ファイルの適切なサブセットを実行します。この update.xml のサ
ブセットを使用して、ベースラインには含まれないリポジトリオブジェクトを更
新します。

アップグレード後、カスタマイズ済みのファイルとオブジェクトを復元します。

カスタマイズ済みのファイルを復元する
アップグレード時に、Identity Managerは、JSPやHTMLのファイルなどのカスタマイ
ズ済みのファイルをすべて、次のディレクトリに自動的にコピーします。

$WSHOME/patches/Sun_Java_System_Identity_Manager_Version_Date_/savedFiles

タスク 6:開発環境のアップグレード

第 3章 • アップグレードの開発と評価 51



次の表に、このディレクトリ内のファイルを示します。

表 3–1 savedFilesディレクトリファイル構造

ファイル名 説明

changedFileList 保存したすべてのカスタマイズ済みファイルのリストを持つファイ
ル。

このファイルには、アップグレード時に同じ名前のファイルがインス
トールされる場合に上書きされるファイル (旧バージョンの Identity
Managerとともにインストールされたファイル)のリストもあります。

notRestoredFileList アップグレードプロセスで復元されない、すべてのカスタマイズ済み
ファイルのリストを持つファイル

notInstalledFileList アップグレードプロセスでインストールされない、新バージョンの
ファイルのリストを持つファイル

アップグレードでは、元の Identity Managerとともにインストール済みの一部の
ファイルが追加されることがあります。古いファイルを上書きする前に、Identity
ManagerはそれらのファイルをsavedFilesディレクトリに自動的に保存します。それ
らのファイルのリストについては、 changedFileList ファイルを参照してくださ
い。

Identity Managerは、アップグレードプロセスで changedFileListにリストされている
ファイルの多く (すべてではない)を自動的に復元します。それらのファイルのリス
トについては、 notRestoredFileListを参照してください。カスタマイズ済みの
ファイルの復元時に、Identity Managerは、アップグレードでインストールされた
ファイルの新バージョンを上書きします。

カスタマイズ済みファイルの一部を手動で復元する必要がある場合がありま
す。アップグレードで復元されないファイルのリストについては、
notRestoredFileListファイルを参照してください。カスタマイズ済みファイルを手
動で復元する必要がある場合は、アップグレード時にインストールされた新規
ファイルを編集してカスタマイズし、その編集したファイルを保存します。

カスタマイズ済みオブジェクトの復元
システム構成に書式とプロセスのマッピングを設定した場合は、アップグレード後
にそれらのオブジェクトのカスタマイズ内容を復元する必要はありません。システ
ム構成にリストされていないオブジェクトをカスタマイズした場合は、それらのオ
ブジェクトのXMLをインポートすることで、それらのオブジェクトを手動で復元す
る必要があります。

安全な方法として、Identity Managerは、update.xmlのインポート時に一般的なカス
タマイズ済みオブジェクトの多くをファイルに自動保存します。これらのファイル
は、 WEB-INF/ savedObjects ディレクトリのサブディレクトリに保存されます。これ
らのサブディレクトリの名前は、インポートの実行時のタイムスタンプです。
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update.xmlをインポートすると、savedObjectsディレクトリに最大 3つのサブディレ
クトリが作成されることがあります。オブジェクトのXMLファイルを手動でイン
ポートして、オブジェクトのカスタマイズ内容を復元できます。

ステップ10:すべてのカスタム Javaクラスの再構
築
新規の製品ライブラリに対して、カスタム Javaクラスをすべて再構築する必要があ
ります。たとえば、新規 JARファイルやアプリケーションサーバーのライブラリを
再構築する必要があります。

再コンパイルにより非推奨の警告が表示された場合は、その非推奨メッセージを解
析し、『Sun Identity Manager 8.1リリースノート』を参照して、非推奨の問題をすぐ
に解決できるかどうかを判断します。非推奨の問題を即座に解決できない場合
は、プロジェクト計画に、将来その問題を解決するための項目を追加します。

注 – Identity Managerは、非推奨APIを無制限にはサポートしません。非推奨のクラス
とメソッドは通常、製品の次のメジャーリリースで削除されます。

ステップ11: XPRESSでの必要な変更の実行
XPRESSで、書式、ルール、およびワークフローを変更します。.

Identity Manager製品の新規バージョンで提供される書式、ルール、およびワークフ
ローは通常、旧バージョンの書式、ルール、およびワークフローと後方互換性があ
ります。必要な変更のもっとも一般的な種類は、Identity Managerのワークフ
ローサービスや書式ユーティリティーのメソッドを変更することです。

注 –ワークフローサービスや書式ユーティリティーのメソッドに対するリリース固有
の変更の詳細については、アップグレードするリリースの Identity Managerのリ
リースノートを参照してください。

ステップ12: Identity Managerアプリケーションの
開発環境での評価
アプリケーションサーバーを再起動し、&Product_IDMgrを評価して、少なくとも基
本機能が予測どおり機能することを確認します。

Identity Managerのアップグレード後に、Webアプリケーションを再配備する必要が
あります。これは、多くのアプリケーションサーバーが web.xmlファイルを
キャッシュしているからです。
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▼ アップグレード後にWebアプリケーションを再配備する
たとえば、Sun GlassFishTMエンタープライズサーバーを使用している場合は、Identity
Managerのアップグレード後に次のステップを実行してWebアプリケーションを再
配備します。

GlassFishの管理者インタフェースにログインします。

メニューバーから「アプリケーション」>「Webアプリケーション」の順に選択しま
す。

Webアプリケーションを見つけて、その「再配備」リンクをクリックします。

「Application Serverからアクセス可能なローカルのパッケージファイルまたはディレ
クトリ」オプションの横のボタンをクリックします。

「フォルダを参照」ボタンをクリックして、インストール先の最上位のフォルダを
選択します。

たとえば、次のとおりです。

C:\Sun\AppServer\domains\domain1\applications\j2ee-modules\idm

「OK」をクリックします。

アプリケーションサーバーを再起動します。

ステップ13: Active Syncと調整の再起動
アップグレードが正常に完了したら、Active Syncのプロセスの設定を復元し、計画
済みの調整 (該当ずる場合)を再度有効にする必要があります。

ヒント –ステップ 13は省略可能ですが、本稼働環境をアップグレードするときのベス
トプラクティスと考えられています。

また、本稼働環境でステップ 13を実行する場合は、その他すべての環境をアップグ
レードするときの標準ステップとしてください。
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ステップ14:変更内容のソース管理へのマージ

注 –重要性を強調するために、ここでは、変更内容のソース管理へのマージを別のス
テップとして特に記述しています。実際には、ステップ 9～ 12を実行するとき
に、変更内容をソース管理にマージできます。

変更内容をソース管理にマージするときには、次の操作が必要です。

■ 既存のカスタマイズ内容のすべてにタグが付けられ、バージョン管理システムに
保存されていることを確認します。

■ アップグレードの評価サイクルの完了後、変更した次の項目を含む新規のカスタ
マイズ内容をすべてチェックインします。
■ データベーステーブルのスクリプト
■ リポジトリのオブジェクト
■ JSPファイルやイメージなどのファイルシステムオブジェクト

タスク7:評価環境のリセット
管理下での評価を実行するには、評価環境が本稼働環境にできるだけ近付くよう
に、評価環境をリセットする必要があります。

ステップ1:本稼働環境に合わせたプラット
フォームのリセット
次の要件を満たすように、評価環境をリセットします。

■ 評価環境のプラットフォームが、現在の本稼働環境と一致する。プラット
フォームに、アプリケーションサーバー、リポジトリDBMS、および JDKの
バージョンが含まれている。24ページの「ステップ 1:プラットフォームのド
キュメント化」を参照してください。

■ 評価環境の Identity Managerアプリケーションのイメージが、現在の本稼働環境の
アプリケーションベースラインに対応する。

■ 評価環境のデータベーステーブルの定義が、本稼働環境のデータベーステーブル
の定義と一致する。

■ リソースやその他の統合アプリケーションが、本稼働環境のものと一致する。

実際の評価リソースが存在しない場合は、機能テスト用として、シミュレートし
たリソースを作成できます。
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開発環境から Identity Managerアプリケーションのイメージをプロモートするたび
に、累積したアップグレード手順を評価する必要があります。アップグレード手順
が正常に実行されると判断した場合は、評価計画を実行します。

ステップ2:機能テストの設定
機能テストの準備を行うには、管理下で Identity Managerアプリケーションの評価を
サポートする評価環境を作成する必要があります。

本稼働環境の一部の項目についてシミュレーションを行う場合もありますが、第一
目標は、アプリケーションが予測どおり動作することを確認することです。この目
標を達成するには、完全な現実のデータセットではなく、人工データセットの
ロードが必要な場合があります。

評価計画で評価事例の実行をサポートするデータベーステーブルに、評価データを
ロードします。データベーステーブルには、本稼働環境のデータに類似するデータ
が含まれていることが理想的です。

タスク8:アップグレード手順の実行
評価環境をアップグレードするには、開発環境のアップグレードで実行したス
テップの一部のみが必要です。たとえば、変更内容の検出や、ソース管理の更新は
不要です。Identity Managerアプリケーションの更新済みベースラインには、それら
の変更内容がすでに含まれています。

ターゲット環境をアップグレードする前に、その環境に適切な Identity Managerアプ
リケーションのイメージを生成する必要があります。ベースライン、およびイ
メージには、次のものが含まれます。

■ データベーステーブル、ファイルシステムオブジェクト、およびリポジトリオブ
ジェクトを更新する SQLスクリプト

■ ベースラインにないリポジトリオブジェクトを更新する update.xmlの適切なサブ
セット

ステップ1: Active Syncと調整の停止
Active Syncプロセスを手動開始に設定し、該当する場合は、アップグレードが正常
に完了するまで計画済みの調整を無効にします。
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ヒント –ステップ 1は省略可能ですが、本稼働環境をアップグレードするときのベス
トプラクティスと考えられています。

また、本稼働環境でステップ 1を実行する場合は、その他すべての環境でアップグ
レードするときの標準ステップとしてください。

ステップ2: Identity Managerアプリケーションの
停止
Identity Managerアプリケーションを休止し、すべての管理者とエンドユーザーから
使用できないようにします。

ステップ3: Identity Managerアプリケーションの
バックアップ
既存のデータベースと Identity Managerのファイル構造のコピーを作成します。

データベースとファイル構造をバックアップすることにより、必要に応じて作業環
境を復元できます。

注 – Identity Managerのパッチ、サービスパック、またはホットフィックスの適用
前、および主要なアップグレードの開始前には、必ず Identity Managerのデータ
ベースとファイルシステムをバックアップしてください。

Identity Managerファイルシステムのバックアップには、他社製のバックアップソフ
トウェア、またはシステムに付属のバックアップユーティリティーを使用できま
す。データベースのバックアップの推奨手順については、データベースのマニュア
ルを参照してください。

▼ Identity Managerアプリケーションのバックアップ

Identity Managerをシャットダウンするか、アイドル状態にします。

バックアップユーティリティーを使用して、Identity Managerをインストールした先
のデータベースとファイルシステムをバックアップします。

1

2
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ステップ4:ホットフィックスの削除
WEB-INF/classesディレクトリから、ホットフィックスのクラスファイルを削除しま
す。

通常、ホットフィックスのクラスファイルは、そのホットフィックスが配布された
Identity Manager製品の特定バージョンでのみ動作します。

ステップ 5: TaskDefinitionオブジェクトの変更
実行中のタスクインスタンスを含む本稼働環境のアップグレードが必要な場合があ
ります。残念ながら、リポジトリ内の Identity Managerの TaskDefinitionオブジェク
トをアップグレードすると、その TaskDefinitionオブジェクトに依存する実行中の
タスクインスタンスが壊れる可能性があります。この可能性は、ユーザーがそれら
のタスクが正常に完了することに依存してビジネス機能を実行している本稼働環境
では、特に重要な注意点です。

アップグレードの前に、ユーザーにタスクを完了させるか、実行中のタスクを強制
終了することはもっとも簡単な方法ですが、それらのオプションが必ずしも実行可
能とは限りません。

アップグレード時に、本稼働環境に実行中のタスクインスタンスがある場合
は、アップグレード手順にそれらのインスタンスへの対処方法を必ず記述してくだ
さい。

ヒント –各環境でアップグレードを行うときに、TaskDefinitionオブジェクトの名前
を変更します。次の処理を使用して、本稼働環境の TaskDefinitionオブジェクトを
アップグレードします。

1. Identity Managerのコンソールで、現在の TaskDefinitionをタイムスタンプを含む
名前に変更します。

2. 新規の TaskDefinitionをロードします。

注意 –アクティビティーまたはアクションを変更すると、問題が発生するおそれがあ
ります。

実行中の TaskInstancesに対応する TaskDefinitionsの変更はできないことに注意し
てください。Identity Managerでは、そのような変更は許可されません。
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ステップ6:プラットフォームの更新
Identity Manager製品のターゲットバージョンでプラットフォームを変更する必要が
ある場合は、それらの変更を行ってから Identity Manager製品をアップグレードして
ください。

ステップ7: Identity Managerアプリケーションの
アップグレード
Identity Managerアプリケーションをアップグレードするために、次の操作が必要な
場合があります。

■ 60ページの「データベーステーブルの定義更新」
■ 60ページの「Identity Managerアプリケーションのプロモート」
■ 60ページの「update.xmlのサブセットのインポート」
■ 60ページの「すべてのGatewayインスタンスのアップグレード」
■ 60ページの「すべての PasswordSyncインスタンスのアップグレード」

注 –データソースについて

アプリケーションサーバーで定義した JDBCデータソースを Identity Managerのリポ
ジトリの位置として使用する場合は、このデータソースがアプリケーション
サーバーの外部では機能しない可能性があることに注意してください。つまり、ア
プリケーションサーバーが提供する JDBCデータソースは、そのコンテナ内で動作す
るWebアプリケーションでのみ使用できる可能性があるということです。

Identity Manager製品のアップグレードプロセスは、Identity Managerコンソールと同
様に、アプリケーションサーバーの外部で動作します。このため、Identity Manager
が通常データソースを使用する個々の環境では、JDBC DriverManagerの接続に切り
替えるステップがアップグレード手順に必要な場合があります。

一時的に、データソースを指定する ServerRepository.xmlファイルを、JDBC
DriverManager接続を指定する別の ServerRepository.xmlファイルに置換できま
す。アップグレード手順の後続ステップで、元の ServerRepository.xml ファイルを
復元します。

別の方法として、Identity Managerアプリケーションの WARファイルをファイルシス
テムに展開し、WSHOMEをファイルシステムの位置に指定し、この「副」環境を使用
して、手動アップグレードプロセス、または update.xmlのサブセットのインポート
や TaskDefinitionオブジェクトの名前の変更といったコンソールを必要とするス
テップを実行できます。

各環境のカスタム統合に追加の設定が必要な場合は、このステップの一部として追
加の設定を実行します。

タスク 8:アップグレード手順の実行

第 3章 • アップグレードの開発と評価 59



データベーステーブルの定義更新
Identity Managerアプリケーションのイメージに、データベーステーブルの定義を更
新するために必要な SQLスクリプトが含まれていること、およびそれらの SQLスク
リプトが環境に合わせて変更済みであることを確認します。

イメージにそれらの SQLスクリプトが含まれていない場合は、アップグレード手順
に、各環境について SQLスクリプトの変更が必要であることを特記してください。

Identity Managerアプリケーションのプロモート
評価環境に、Identity Managerアプリケーションのイメージをプロモートします。ア
プリケーションのイメージには、ターゲットの Identity Manager製品の
バージョン、更新済みの構成、およびカスタマイズ内容が必要です。

update.xmlのサブセットのインポート
update.xmlファイルをインポートして、Identity Managerアプリケーションのベース
ラインの一部として管理されないリポジトリオブジェクトを更新する必要がありま
す。

ヒント –アップグレード時には、Identity Managerサーバーを 1台のみ使用して
update.xmlをインポートし、Identity Managerサーバーを 1台のみ稼働します。

アップグレードプロセスで他の Identity Managerサーバーを起動した場合は、それら
のサーバーを停止し、再起動してから再度使用可能にします。

すべてのGatewayインスタンスのアップグレード
環境にインストール済みの Sun Identity Manager Gatewayをすべてアップグレードしま
す。49ページの「Identity Manager Gatewayをアップグレードするには」を参照して
ください。

注意 – Identity Managerサーバーの新バージョンは、Gatewayの旧バージョンとは動作
しません。インストール済みのGatewayと Identity Manager Serverはすべて、同一の保
守ウィンドウで更新してください。

すべてのPasswordSyncインスタンスのアップグレード
環境にインストール済みの PasswordSyncをすべてアップグレードします。49ページ
の「すべての PasswordSyncインスタンスのアップグレード」を参照してください。

リリースノートに特記されていない限り、新規にインストールした Identity Manager
サーバーのバージョンは、旧バージョンの PasswordSyncを一時的に制限付きでサ
ポートします。このサポートは、PasswordSyncインスタンスをアップグレードして

タスク 8:アップグレード手順の実行

Sun Identity Manager 8.1アップグレード • 2009年 2月60



いる間に、Identity Managerの実行を継続できるようにするためのもので
す。PasswordSyncのすべてのインスタンスを、できるだけ早く Identity Manager
サーバーと同じバージョンに更新してください。

ステップ8: Identity Managerアプリケーションの
評価
Identity Managerのアップグレード後に、Webアプリケーションを再配備する必要が
あります。これは、多くのアプリケーションサーバーが web.xmlファイルを
キャッシュしているからです。

アプリケーションサーバーを再起動し、&Product_IDMgrを評価して、少なくとも基
本機能が予測どおり機能することを確認します。

▼ Identity Managerアプリケーションの再配備
Sun GlassFishエンタープライズサーバーを使用している場合は、次のステップを実行
して Identity Managerを再配備します。

GlassFishの管理者インタフェースにログインします。

メニューバーから「アプリケーション」>「Webアプリケーション」の順に選択しま
す。

Webアプリケーションを見つけて、その「再配備」リンクをクリックします。

「Application Serverからアクセス可能なローカルのパッケージファイルまたはディレ
クトリ」オプションの横のボタンをクリックします。

「フォルダを参照」ボタンをクリックして、インストール先の最上位のフォルダを
選択します。

たとえば、次のとおりです。

C:\Sun\AppServer\domains\domain1\applications\j2ee-modules\idm

「OK」をクリックします。

アプリケーションサーバーを再起動します。

ステップ9: Active Syncと調整の再起動
アップグレードが正常に完了したら、Active Syncのプロセスと計画済みの調整の元
の設定を復元します。

1
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ヒント –ステップ 9は省略可能ですが、本稼働環境をアップグレードするときのベス
トプラクティスと考えられています。

また、本稼働環境でステップ 9を実行する場合は、その他すべての環境をアップグ
レードするときの標準ステップとしてください。

ステップ10: Identity Managerアプリケーションの
再起動
Identity Managerアプリケーションを再起動し、再度管理者とエンドユーザーから使
用可能にします。

タスク9:機能テストの実行
開発のアップグレードイメージを本稼働環境に配備する前に、評価環境での評価が
重要です。

▼ アップグレード後に評価環境を評価するには
自動評価を含めて、評価計画を実行します。

問題を修正し、その修正内容を開発環境のソース管理ベースラインに組み込みま
す。

評価環境のリセット、評価環境のアップグレード、および Identity Managerアプリ
ケーションの再評価の一連のプロセスを繰り返します。

1
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ユーザー受け入れ評価

ユーザー受け入れ評価の段階は次のタスクで構成されます。タスク
は、第 3章「アップグレードの開発と評価」に記載のタスクと非常に類似していま
す。

■ 64ページの「タスク 10:品質管理環境のリセット」
■ 64ページの「タスク 11:品質管理環境のアップグレード」
■ 65ページの「タスク 12:ユーザー受け入れ評価の実行」

ここでは、次の理由からユーザー受け入れ評価を個別のアップグレードフェーズと
して説明します。

■ 品質管理環境は、できるだけ近く本稼働環境をレプリケートする必要がある。こ
れにより、実際のデータ値、および実際のデータ量に対してアップグレード手順
を評価できます。詳細については64ページの「タスク 10:品質管理環境のリ
セット」および64ページの「タスク 11:品質管理環境のアップグレード」を参照
してください。

■ スキップレベルアップグレードは、アップグレードの開発方法と評価方法に大き
く影響しますが、ユーザー受け入れ評価には影響しません。詳細について
は、第 6章「スキップレベルアップグレードに関する注意事項」を参照してくだ
さい。

■ ユーザー受け入れ評価では、Identity Managerアプリケーションのユーザー、また
はユーザー候補のニーズを Identity Managerアプリケーションが満たしていること
を確認します。詳細については、65ページの「タスク 12:ユーザー受け入れ評価
の実行」を参照してください。
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タスク10:品質管理環境のリセット
できるだけ近く本稼働環境をシミュレートするように、品質管理環境をリセットし
ます。このときに、本稼働環境で使用されているものと同じハードウェアとソフト
ウェアのバージョンを使用してください。

特に、本稼働環境の次のものをレプリケートすることをお勧めします。

■ 次のものを含むプラットフォーム

■ アプリケーションサーバー
■ データベースサーバー
■ Gatewayサーバー
■ Webサーバー (オプションのコンポーネント)
■ 企業のイメージと同じブラウザを持つ一般的なクライアントマシン

■ Identity Manager製品のバージョン
■ Identity Managerアプリケーションの構成とカスタマイズ
■ 本稼働環境で使用されているデータ値とデータ量を含む、データベーステーブル
と実際のデータ

■ リソースやその他の統合アプリケーション

本稼働環境と同じ一般構成を持つように、品質管理環境のリソースやその他の統
合アプリケーションを構成します。たとえば、Active Directoryのユーザーのドメ
イン、組織、グループ、数値、および形式を本稼働環境から品質管理環境にレプ
リケートします。

また、統合アプリケーションを品質管理環境と本稼働環境で同様に構成し、これ
らのアプリケーションに最新の本稼働データまたはそれに非常に近いデータがあ
ることを確認してください。

タスク11:品質管理環境のアップグレード
品質管理環境のアップグレードプロセスは、38ページの「タスク 6:開発環境の
アップグレード」に記載のプロセスと非常に似ています。

ホスト名や接続情報などのいくつかのパラメータが異なる点を除いて、品質管理環
境のアップグレード手順は、テスト環境のアップグレード手順とまったく同じス
テップを含む必要があります。

品質管理環境はできるだけ近く本稼働環境をレプリケートしているはずなの
で、アップグレードでは、データ値、データ量、または評価環境でフルに評価され
ていないプラットフォームの注意点に起因するエラーを詳しく監視する必要があり
ます。
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アップグレードの最終段階である本稼働環境のアップグレードの計画に役立つよう
に、アップグレード手順のさまざまなステップの実行に必要な時間を詳しく計測し
ます。

タスク12:ユーザー受け入れ評価の実行
ユーザー受け入れ評価の実行は、62ページの「タスク 9:機能テストの実行」の実行
と似ています。実際、評価計画を実行するか、シミュレーションの本稼働環境で評
価計画の一部を実行するかを選択できます。

この 2つのタスクの大きな違いは、ユーザー受け入れ評価のために、Identity Manager
アプリケーションの実際のユーザーが現実的なデータを使用して評価を行うように
手配する必要があるということです。

組織内に分散するユーザーの参加を計画することが困難な場合もあります
が、ユーザー受け入れ評価は通常、非常に価値があります。Identity Managerアプリ
ケーションの次のバージョンをユーザーに詳しく見てもらうことは、通常、生産性
の維持と採用の促進に役立ちます。また、ユーザー受け入れ評価を実施すること
は、組織の配備が積極的であり、アプリケーションのユーザーのニーズに応えてい
ることを示します。

多くの場合、ユーザー受け入れ評価で Identity Managerアプリケーションの問題が判
明し、要件が明確になります。また、ユーザーが、他の環境では評価していないプ
ラットフォームの項目に固有の問題を発見することもあります。多くの開発者は早
期段階で問題を検出することを望みますが、ユーザー受け入れ評価で問題を検出す
ることは、本稼働環境のアップグレード後に問題が検出されることよりもはるかに
よいことです。

最終的に、問題や制限事項がある状態で本稼働環境に進むことに決定した場合で
も、あらかじめこれらの問題や制限事項が分かっています。その後、主要な
ユーザーが、アプリケーションの他のユーザーと問題や回避策について連絡するよ
うに準備します。

▼ ユーザー受け入れ評価で発見された問題に対処す
る
Task 9と同様に、問題を修正する必要がある場合は、次の操作を行います。

開発環境のソース管理ベースラインに修正内容を組み込みます。

評価環境をリセットします。

評価環境をアップグレードします。

1

2

3

タスク 12:ユーザー受け入れ評価の実行
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Identity Managerアプリケーションを再評価します。

通常は、ユーザー受け入れ評価を繰り返します。

増分的な評価で十分だと判断することもできます。

4

5

タスク 12:ユーザー受け入れ評価の実行
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本稼働環境のアップグレード

本稼働環境をアップグレードするためのタスクは 1つのみであり、そのプロセスは
38ページの「タスク 6:開発環境のアップグレード」と64ページの「タスク 11:品質
管理環境のアップグレード」のプロセスと非常によく似ていますが、重要性を強調
するために、本稼働環境のアップグレードを別の項目として説明します。

この章では、次のトピックについて説明します。

■ 67ページの「本稼働環境に関する特殊な注意点」
■ 68ページの「タスク 13:本稼働環境のアップグレード」

本稼働環境に関する特殊な注意点
アップグレード手順には、本稼働環境をアップグレードするときにのみ重要なス
テップが含まれていることがあります。たとえば、アップグレード手順に、次の項
目が含まれていることがあります。

■ Identity Managerアプリケーションの停止のスケジューリング
■ データベース管理者のサポートのスケジューリング
■ アプリケーションをオフラインにする前のユーザーへの通知
■ 本稼働環境でのみ使用される特定のリソース、プロセス、またはアプリ
ケーションのシャットダウン

本稼働環境のアップグレードでは、「高度な手法」を必要とする特殊な注意点が明
らかになることがあります。たとえば、Identity Managerアプリケーションの停止時
間を最小にするために、並列本稼働インスタンス内のサーバーやデータベースを個
別にアップグレードできます。並列インスタンスのアップグレード後、元の本稼働
インスタンスを使用不可にし、実際の本稼働システムから並列インスタンスに、並
列インスタンスのアップグレード時に変更したデータを同期して、その後に並列本
稼働インスタンスに切り替えることができます。
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注 –このような高度な手法は、本書の範囲を超えています。本稼働環境のアップグ
レードに関する特殊な注意点や技術的な質問がある場合は、Sunのプロフェッショナ
ルサービスにサポートを依頼してください。

タスク13:本稼働環境のアップグレード
本稼働環境のアップグレード手順には、品質管理環境のアップグレード手順と同じ
ステップが必要です。ホスト名や接続情報などの特定のパラメータ値は異なる場合
があります。

品質管理環境のアップグレード手順と本稼働環境のアップグレード手順に大きな違
いがある場合は、その違いの理由を記述します。たとえば、品質管理環境では、本
稼働環境の特定項目のシミュレーションが実行可能でないことがあります。この違
いを記述することにより、アップグレードプロジェクトに携わる人々が、この違い
により発生するリスクを判断できます。

タスク 13:本稼働環境のアップグレード
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スキップレベルアップグレードに関する
注意事項

この章では、スキップレベルアップグレードの実行に関する注意事項と、次のト
ピックを説明します。

■ 69ページの「スキップレベルアップグレードの概要」
■ 70ページの「スキップレベルアップグレードの段階」
■ 72ページの「タスク 2:ターゲットとする Identity Managerのバージョンの選択 (拡
張)」

■ 73ページの「タスク 6:開発環境のアップグレード (繰り返し)」

スキップレベルアップグレードの概要
本稼働環境を、現在の Identity Manager製品バージョンから、次のメジャーリリース
よりも新しいバージョンに直接更新する場合は、「スキップレベル」アップグ
レード (または、「マルチホップ」アップグレード)を実施します。たとえ
ば、Version 6.0の Identity Managerを使用しているときに、直接Version 8.1にアップ
グレードする場合は、このアップグレードパスにスキップレベルアップグレードが
必要になります。

複数のバージョンをアップグレードする場合、通常は連続してアップグレードする
必要があります。ただし、本稼働環境でのアップグレードの回数を最小限にするこ
とが、多くのお客様に望まれています。これは、Identity Managerアプリケーション
のダウンタイム、Identity Managerアプリケーションの再テストにかかるコスト、お
よび Identity Managerアプリケーションを使用するユーザーの再トレーニングにかか
るコストを最小化することにつながります。

1回でターゲットの Identity Managerバージョンを更新するアップグレード手順を作
成することは、技術的に可能であり、一部のお客様でも可能であることが確認され
ています。重要な点は、本稼働環境でスキップレベルアップグレードを実行する場
合でも、開発環境では各「ホップ」を実行する必要があるということです。たとえ
ば、開発環境では、Identity ManagerをVersion 7.からVersion 7.1、Version
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7.1.1、Version 8.0、Version 8.1の順にアップグレードする必要があります。各ホップ
の後、累積的なアーティファクトのセットを構築します。

スキップレベルアップグレードのもっとも一般的な実施方法は、Identity Managerの
ターゲットバージョンまでの各バージョンで動作するように更新された設定とカス
タマイズを使用して、アプリケーションのベースラインを更新する方法で
す。ベースラインには、データベースを更新するための累積的なスクリプト
と、update.xmlの累積的なサブセットも含まれます。最終的に、一連のアップグ
レードを実行した場合と同じ変更を行う、単一のアップグレード手順が作成されま
す。

スキップレベルアップグレードの実行は、標準的なアップグレードやシングル
ホップアップグレードの場合よりも複雑です。スキップレベルアップグレードで
は、Identity Manager製品アップグレードに使用されるメカニズムに関して、より技
術的な理解が必要です。また、アップグレードパスに含まれる Identity Manager製品
の各バージョンについて、アップグレード内容をより詳しく分析する必要もありま
す。詳細な分析を行うことで、適切に累積された最小限のアーティファクトを生成
できます。たとえば、すべてのデータベーステーブルアップグレードスクリプトを
単純に 1つのスクリプトに結合した場合や、各手順の update.xmlのサブセットを 1
つのサブセットに結合した場合は、アップグレードで冗長な処理が大量に実行され
る可能性があります。

この章では、スキップレベルアップグレードに関する注意事項を説明しま
す。アップグレードの進め方を判断できない場合や、これらの注意事項に不明な点
がある場合は、アップグレードの計画について Sunのプロフェッショナルサービス
にご相談ください。

スキップレベルアップグレードの段階
全体として、スキップレベルアップグレードで実行する手順は、通常のアップグ
レードで実行する手順と同じです。ただし、一部の手順はスキップレベルアップグ
レード用に拡張されたり、繰り返し実行されます。

次の図に、スキップレベルアップグレードのプロセスを示します。

スキップレベルアップグレードの段階
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計画に関して、通常のアップグレードとスキップレベルアップグレードでもっとも
異なるのは、31ページの「タスク 2:ターゲットとする Identity Managerのバージョン
の選択」を実行する方法です。ターゲットにする Identity Managerのバージョンを選
択するときに、アップグレードパスを計画する必要があります。

2つのアップグレードプロセスのその次に大きな違いは、アップグレードパス上の通
過点 (バージョン)ごとに38ページの「タスク 6:開発環境のアップグレード」から
62ページの「タスク 9:機能テストの実行」を実行する必要がある点です。アップグ
レードパス上のバージョンごとに、開発環境と Identity Manager製品バージョンのア
プリケーションベースラインをアップグレードする必要があります。アップグ
レードパス上の各バージョンでアップグレードを実行したあとに、再テストを実行

Planning (Chapter 2)

Task 1: Upgrade your Development environment.
Task 2: Reset your Development environment.
 For skip-level upgrades, plan your upgrade path.
Task 3: Prepare your test plan.
Task 4: Prepare your upgrade procedure.

Developing and Testing Your Upgrade (Chapter 3)

Task 5: Reset your Development environment.
 For skip-level upgrades, repeat tasks 6 through 9 for
 each version in the upgrade path.
Task 6: Upgrade your Development environment.
Task 7: Reset your Test environment.
Task 8: Execute your upgrade procedure.
Task 9: Perform functional testing.

User Acceptance Testing (Chapter 4)

Task 10: Reset your QA environment.
Task 11: Upgrade your QA environment.
Task 12: Perform user acceptance testing.

Upgrade Your Production Environment (Chapter 5)

Task 13: Upgrade your Production environment.

図 6–1 スキップレベルアップグレードプロセス

スキップレベルアップグレードの段階
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することもできます。この場合、各バージョンのアップグレード後に、テスト環境
をリセットし、Identity Managerアプリケーションをテスト環境にプロモートする必
要があります。

ヒント –アップグレードパス上の各バージョンのアップグレード後に再テストは不要
であると考えられる場合もありますが、各バージョンのアップグレード後にアップ
グレードプロセスのテストと Identity Managerアプリケーションのテストを行う
と、問題をすばやく識別できるため、リスクを最小限に抑えることができます。作
業する変更のセットを小さくするほど、問題の原因を判定しやすくなります。

タスク2:ターゲットとする Identity Managerの
バージョンの選択 (拡張)

スキップレベルアップグレードを実行する場合は、ターゲットとする Identity
Managerのバージョンを決定したあとに、アップグレードパスを計画する必要があり
ます。

注 – Identity Managerのアップグレードパスについては、『Sun Identity Manager 8.1リ
リースノート』の「アップグレードパスとサポートポリシー」を参照してくださ
い。

一般的に、Identity Managerのフルリリースで提供される標準アップグレードプロセ
スでは、既存のインストールは、直前のメジャーリリースの任意のバージョンから
アップグレードされます。

アップグレードパス上の各通過点には、Identity Manager製品の異なるバージョンが
必要です。スキップレベルアップグレードを計画するには、アップグレードパス上
の各通過点で、それぞれの Identity Manager製品バージョンのリリースノートを確認
する必要があります。

たとえば、Identity ManagerをVersion 6.0からVersion 8.1にアップグレードする場合
は、Identity Managerの次のバージョンのリリースノートを確認する必要がありま
す。

■ Version 6.0およびすべてのサービスパック
■ Version 7.0およびすべてのサービスパック
■ Version 7.1とすべてのパッチ
■ Version 8.0とすべてのパッチ
■ Version 8.1

タスク 2:ターゲットとする Identity Managerのバージョンの選択 (拡張)
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タスク6:開発環境のアップグレード (繰り返し)
スキップレベルアップグレードを実行する場合、アップグレードパス上の
バージョンごとに「タスク 6」を繰り返す必要があります。

Identity Managerのターゲットバージョンに至るまでにアップグレードが必要な
Identity Manager製品の各バージョンで、38ページの「タスク 6:開発環境のアップグ
レード」で説明されているステップ 1～ 14を実行します。

注 –スキップレベルアップグレードでは、これらのステップのうち、50ページの「ス
テップ 9:変更内容を解析する」だけは拡張する必要があります。拡張した手順につ
いては、73ページの「ステップ 9:スキップレベルアップグレードでの変更の解
析」を参照してください。

ステップ9:スキップレベルアップグレードでの変
更の解析
Identity Manager製品アップグレードで実行される変更を解析する必要があります。

開発環境のアップグレードを繰り返すときに、Identity Managerアプリケーションの
ベースラインを繰り返し更新します。更新される内容には次のものがあります。

■ 設定オブジェクト
■ JSPファイル
■ Identity Manager製品の JAR
■ 他社製の JAR

ベースラインには、データベーステーブルを作成または更新するための SQLスクリ
プトと、ベースラインに含まれていないリポジトリオブジェクトを更新するための
update.xmlのサブセットも含まれている必要があります。

サンプルのデータベーステーブルアップグレードスクリプトを含む各繰り返しで
は、アップグレード手順全体を変更する必要があります。データベーステーブル
アップグレードスクリプトを正しい順序で実行するか、これらのスクリプトを結合
することができますが、各サンプルスクリプトを環境に応じて適切に変更する必要
があります。

単一の累積的なデータベーステーブルアップグレードスクリプトを作成すると、便
利で効率がよいだけでなく、より安全です。つまり、データベーステーブルアップ
グレードスクリプトを適切な順で実行した場合に、各アップグレードスクリプトで
実行されるすべての処理を組み合わせた、単一のスクリプトを作成してください。

実行するデータベースアップグレードスクリプトを 1つにすることで、アップグ
レード手順は簡単になり、冗長な処理を排除することができます。たとえば、特定

タスク 6:開発環境のアップグレード (繰り返し)
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のバージョンの Identity Managerでインデックスを作成したあと、別のバージョンで
同じインデックスを削除して作成し直す必要がなくなります。

ベースラインでは管理されない Identity Managerリポジトリのオブジェクトを更新す
るために必要な、Identity Managerの update.xmlの適切なサブセットを、各繰り返し
で識別することもできます。スキップレベルアップグレードでは、Identity Manager
の update.xmlのサブセットが累積的であることを確認する必要があります。

注 –スキップレベルアップグレードを実施する場合は、「アップデータ」プログラム
が変更した設定オブジェクトを、Identity Managerベースラインに追加する必要があ
ります。

アップデータは、Identity Managerによって提供される、設定オブジェクトを更新す
るためのプログラムです。アップデータは、update.xml内または update.xmlに含ま
れるファイル内で、ImportCommandによって呼び出されます。一般的に、アップ
データは提供されている Identity Managerのバージョンのみで動作します。した
がってスキップレベルアップグレードでは、アップデータが Identity Managerの
ターゲットバージョンで動作しない場合もあります。変更されたすべての設定オブ
ジェクトをベースラインに追加することが、もっとも安全な方法です。

タスク 6:開発環境のアップグレード (繰り返し)
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評価用ワークシート

現在インストールされている Identity Managerと、最新バージョンの Identity Manager
を十分に理解することは、アップグレードの適切な方法と方針を決定する際に役立
ちます。

この章に示すワークシートを使用して重要な設定データを記録し、このデータを
アップグレードパスの準備と選択に使用してください。

■ 75ページの「プラットフォームの一覧」
■ 78ページの「Identity Managerのインストール」
■ 78ページの「カスタムコンポーネント」

注 – Identity Manager IDEまたは古い形式のCBEを使用している場合は、自動化ツール
によりこれらの情報の大部分が取得されています。

プラットフォームの一覧
プラットフォームの一覧情報を表 7–1に記録してください。
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表 7–1 プラットフォームの一覧情報

プラットフォームのコンポーネント 現在の情報

アプリケーションサーバー バージョンとサービスパック

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

サーバープラットフォームのバージョンとサービスパック

___________________________________________

JDK

___________________________________________

データベースサーバー バージョンとサービスパック

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

サーバープラットフォームのバージョンとサービスパック

___________________________________________

Sun Identity Manager Gateway
サーバー

バージョン

___________________________________________

Java Runtime Environment (JRE) バージョンとベンダー

___________________________________________

Webサーバー バージョンとサービスパック

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

リソース情報を表 7–2に記録してください。

プラットフォームの一覧
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表 7–2 リソース情報

Resource 名前 バージョンとサービスパック

リソースA _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソース B _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソースC _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソースD _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソース E _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソース F _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソースG _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソースH _________________________ _________________________

_________________________

_________________________

リソース I _________________________ ________________________

_________________________

_________________________

プラットフォームの一覧
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Identity Managerのインストール
Identity Managerのインストール情報を表 7–3に記録してください。

表 7–3 Identity Managerのインストール情報

Identity Manager 現在の情報

インストールされている
バージョン

___________________________________________

インストールされているサービ
スパック

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

インストールされているホット
フィックス

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

カスタムコンポーネント
カスタム作業の情報を表 7–4に記録してください。

カスタム作業は、現在のインストールで変更されているコンポーネントで構成され
ます。

表 7–4 カスタム作業の情報

コンポーネント 現在の情報

ファイルシステムオブジェクト

Identity Managerのインストール
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表 7–4 カスタム作業の情報 (続き)
コンポーネント 現在の情報

変更されている JSPファイル ___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

変更されている Waveset.properties

ファイル
___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

変更されている wpmessages.properties

ファイル
___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

その他のカスタマイズされているプロ
パティーファイル

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

カスタマイズされているリソースアダ
プタ (および、その他のカスタム Java)

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

変更されているスタイルシート ___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

リポジトリオブジェクト

カスタムコンポーネント
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表 7–4 カスタム作業の情報 (続き)
コンポーネント 現在の情報

変更されているフォーム ___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

変更されているワークフロー ___________________________________________

___________________________________________

変更されている電子メールテンプ
レート

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

カスタムリポジトリスキーマ ___________________________________________

___________________________________________

その他のカスタムリポジトリオブジェクト

管理グループ ___________________________________________

___________________________________________

管理ロール ___________________________________________

___________________________________________

設定 ___________________________________________

___________________________________________

ポリシー ___________________________________________

___________________________________________

プロビジョニングタスク ___________________________________________

___________________________________________

Remedy設定 ___________________________________________

___________________________________________

リソースアクション ___________________________________________

___________________________________________

リソースフォーム ___________________________________________

___________________________________________

カスタムコンポーネント
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表 7–4 カスタム作業の情報 (続き)
コンポーネント 現在の情報

ロール ___________________________________________

___________________________________________

規則 ___________________________________________

___________________________________________

タスク定義 ___________________________________________

___________________________________________

タスクテンプレート ___________________________________________

___________________________________________

ユーザーフォーム ___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

___________________________________________

カスタムコンポーネント
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Identity Manager (続き)
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